
共通基盤教育 ［カリキュラムツリー］

導入系　大学4年間で主体的に学ぶために必
要な基本的な方法（論理的な思考方法、文章
の読み方、レポートの書き方、ICT技術の活
用等）を身につけるようになる。

倫理系　現代社会および地球環境の視点から
技術者や専門家の役割を理解し、必要な倫理
観を身につけるようになる。

数理情報系　身の回りの数学を学び、必要な数量
的スキルと物事を整理し考える方法を身につけ
る。また、さまざまな科学技術や自然現象に興味
をもち、自然科学に基づいた論理的思考方法も身
につける。更に多様な情報を収集・分析して適正
に判断し、モラルに則って効果的に活用すること
ができ、ICTスキルを身につけるようになる。

キャリア系　学習目標の設定、職業観の形
成、自己能力の開発、企業での職業体験等を
行うことによって、4年間で体系的に自己
キャリアを形成できるようになる。

健康・スポーツ系　健康と身体に関する基礎
的知識を理解でき、自らの健康に気づき、改
善しようとする実践力を高める。また豊富な
スポーツ活動により、青年期の健康維持をは
かるようになる。

言語応用系　会話、読解、作文、プレゼン
テーション、専門英語を特化した学習を通じ
て、より高度な、実践的な英語と日本語によ
るコミュニケーション能力を身につけるよう
になる。

英語基礎系　語彙の正しい使い方や発音がで
き、英文の文法を修得し、基礎英文の意味が
理解でき、簡単な英文が作成でき、英語によ
るコミュニケーションの基礎力を身につける
ようになる。

人文社会系　各自の関心あるテーマを入口と
しながら豊富な事例を通じて学ぶことで、人
文・社会系の一般教養に関する幅広く総合的
な知識を修得するとともに、文化・歴史の多
様性や現代社会の多層構造を理解し、国際社
会や日本社会の今日的事象について多角的に
考え、総合的に判断できるようになる。

2 年 次

暮らしの経済2
日本国憲法 2
日本近現代史2

情報社会と情報倫理2
技術者倫理2
生命倫理 2

人文社会科学演習2

ヨーロッパの歴史と文化2
アジアの文化と社会2

健康・スポーツ科学実習Ⅱ 1

健康・スポーツ科学実習Ⅰ 1

生涯スポーツ実技 1

学外スポーツ 1

レクレーションスポーツ1

英語Ⅱ　1

日本語表現技術2

総合英語演習1

英語Ⅰ　1

英会話Ⅰ　1 英会話Ⅱ　1

英語Ⅵ　1

TOEICⅠ　1

TOEICⅡ　1

技術文章の書き方2

インターンシップⅠ 2

キャリア設計　1

情報リテラシー2

身の回り　　　　　　　　　　　　　　　    の数学2

キャリア開発　2

AI とデータサイエンス2

科学技術英語Ⅰ 1 科学技術英語Ⅱ 1

英語Ⅲ　1

英語Ⅳ　1

英語　　　　　　　　　　　　　　　　 Ⅴ　1

プレゼンテー　　　　　　　　　　　　　　　　ション技術2

実感する科学　　　　　　　　　　　　　　　　 Ⅰ・Ⅱ　各2

少子高齢化と社会問題2
マスメディア論2

哲 学 2
倫 理 学 2

文 学 2 心 理 学 2
教 育 学 2

政 治 学 2
経 済 学 2

法 学 2 企業と経営2
社 会 学 2

宗教と倫理2
比較文化論2
芸 術 論 2

社会参加とボランティア2
国際化と異文化理解2
現代社会の心理学2
環 境 論 2

スタディスキル1

現代社会講座 2

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択
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工学部　機械工学科 ［機械工学コース・カリキュラムツリー］MM

専門基礎導入科目
数学分野

技術者リテラシー　コンピュータなど、技術
者として必要な基礎知識や素養を使って技術
的問題を解決することができる。

材料と加工　機械を構成する材料とその力学
に関する知識を使って、材料の特性や加工を
考え、技術的問題を解決することができる。

熱とエネルギー　熱とエネルギーに関する知
識を使って技術的問題を解決することができ
る。

運動と制御　機械の運動とその制御に関する
知識を使って技術的問題を解決することがで
きる。

設計開発およびプロジェクト　機械工学の諸
知識を総合的に活用して技術的問題を解決
し、自らのアイディアを形あるものとして創
造することができる。

流れの力学　流れに伴う力学に関する知識を
使って技術的問題を解決することができる。

2 年 次

前　　期後　　期

微分積分学Ⅰ  3

線形代数学Ⅰ  2

微分積分学Ⅱ  3

線形代数学Ⅱ  2

機械系数学2

ベクトル解析2

関数論Ⅰ   2

フーリエ解析2

確率統計 2

関数論Ⅱ   2

プログラミング基礎2 実践プログラミング2 機械工学特別講義1

卒業研究  6

材料力学Ⅰ  2 材料力学Ⅱ 2

生産加工学2材料工学 2

材料力学Ⅲ  2

機械力学入門 2 機械力学Ⅰ 2 機械力学Ⅱ  2

制御工学 2

自動車工学2

航空宇宙推進工学2

ロボット工学2

（航空宇宙工学）2

高速空気力学2

機械設計法Ⅰ  2機械工学プロジェクトⅡ  2機械工学プロジェクトⅠ  2

機械製図基礎1 機械製図ユニット2

機械設計法Ⅱ  2 創造設計ユニットⅠ  4

海外機械工学研修Ⅰ  2

創造設計ユニットⅡ  4

機械及び電気工学実験  2 機械設計製図ユニット  2 総合機械講座  2
機械応用実験  2 Eng.Design と生物模倣  2

海外機械工学研修Ⅱ  4

卒研セミナー  1

流れ学Ⅰ 2 流れ学Ⅱ 2

航空宇宙　航空宇宙学領域の諸知識を活用し
て技術的問題を解決することができる。 （航空宇宙工学）2

流体力学 2

熱力学Ⅰ 2 熱力学Ⅱ 2 応用熱力学2 伝熱工学 2

専門基礎導入科目
物理学分野

基礎力学Ⅰ  2・3

物理・化学ユニット3

基礎力学Ⅱ  2・3

基礎電磁気学Ⅰ  2 基礎電磁気学Ⅱ  2 振動と波動2 熱・統計物理学2 量子物理 2

専門基礎導入科目
化学分野 基礎化学Ⅰ  2 基礎化学Ⅱ  2

専門基礎導入科目
生物学分野 生物学概論Ⅰ  2 生物学概論Ⅱ  2 基礎生物学2

専門基礎導入科目
地学分野 地学概論Ⅰ  2 地学概論Ⅱ  2

前　　期
科目群の学習・教育目標

1 年 次 4 年 次

後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

3 年 次

：必修 ：選択必修 ：選択

機械工学概論 1

Ｐ
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工学部　機械工学科 ［航空宇宙学コース・カリキュラムツリー］MF

専門基礎導入科目
数学分野

技術者リテラシー　技術者として必要な基礎
知識や素養を身につけ、これに基づいて技術
的問題を解決することができる。

材料と加工　機械を構成する材料とその力学
に関する知識を使って、材料の特性や加工を
考え、技術的問題を解決することができる。

熱とエネルギー　熱とエネルギーに関する知識
を使って技術的問題を解決することができる。

運動と制御　機械の運動とその制御に関する知
識を使って技術的問題を解決することができる。

航空宇宙　航空宇宙学領域の諸知識を活用し
て技術的問題を解決することができる。

航空宇宙グローバル人材養成　留学経験に基
づく語学力や知識を生かして、国外の技術者
とのコミュニケーションを可能とし、国際的
な技術問題を解決することができる。

設計開発およびプロジェクト　機械工学の諸
知識を総合的に活用して技術的問題を解決
し、自らのアイディアを形あるものとして創
造することができる。

流れの力学　流れに伴う力学に関する知識を
使って技術的問題を解決することができる。

2 年 次

微分積分学Ⅰ  3

線形代数学Ⅰ  2

微分積分学Ⅱ  3

線形代数学Ⅱ  2

機械系数学2

ベクトル解析2

関数論Ⅰ  2

フーリエ解析2

確率統計 2

関数論Ⅱ  2

機械及び
電気工学実験2

航空宇宙学
特別講義1

卒業研究  6

材料力学Ⅰ  2 材料力学Ⅱ  2

材料工学 2 生産加工学2

材料力学Ⅲ  2

機械設計法Ⅰ  2

機械製図基礎1

航空宇宙実験
プロジェクトⅡ 2

航空宇宙実験
プロジェクトⅠ 2

機械設計法Ⅱ  2

機械製図ユニット2 航空宇宙プロジェクト2

機械応用実験2

航空機設計2

流れ学Ⅰ  2 流れ学Ⅱ  2 流体力学  2

熱力学Ⅰ  2 熱力学Ⅱ  2 応用熱力学  2

高速空気力学2

（航空宇宙通信システム）２ （航空宇宙通信システム）２

伝熱工学  2

機械力学Ⅰ  2機械力学入門  2 機械力学Ⅱ  2

（航空宇宙工学） 2 （航空宇宙工学） 2

制御工学  2

飛行力学  2飛行制御概論2

航空法概論2

Academic English for
Global LeaderⅢ  1

Academic English for
Global LeaderⅡ  3

Academic English for
Global LeaderⅠ  3 海外航空宇宙学研修 4

卒研セミナー 1

海外機械工学研修Ⅰ 2

Aviation English 1

Academic English for
Global LeaderⅣ  2

航空宇宙機構造力学 2 宇宙機システム工学2

航空宇宙学概論Ⅱ 2航空宇宙学概論Ⅰ 2 航空宇宙推進工学2

専門基礎導入科目
物理学分野

基礎力学Ⅰ  2・3

物理・化学ユニット3

基礎力学Ⅱ  2・3

基礎電磁気学Ⅰ  2 基礎電磁気学Ⅱ  2 振動と波動  2 熱・統計物理学  2 量子物理  2

専門基礎導入科目　化学分野

専門基礎導入科目　生物学分野

専門基礎導入科目　地学分野

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

：必修 ：選択必修 ：選択

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

プログラミング基礎2 実践プログラミング 2

基礎化学Ⅰ  2
Ｐ
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工学部　機械工学科 ［機械工学特別専攻・カリキュラムツリー］MT

専門基礎導入科目
数学分野

技術者リテラシー　コンピュータなど、技術
者として必要な基礎知識や素養を使って技術
的問題を解決することができる。

材料と加工　機械を構成する材料とその力学
に関する知識を使って、材料の特性や加工を
考え、技術的問題を解決することができる。

運動と制御　機械の運動とその制御に関する知識
を使って技術的問題を解決することができる。

設計開発およびプロジェクト　機械工学の諸
知識を総合的に活用して技術的問題を解決
し、自らのアイディアを形あるものとして創
造することができる。

流れの力学　流れに伴う力学に関する知識を
使って技術的問題を解決することができる。

熱とエネルギー　熱とエネルギーに関する知識
を使って技術的問題を解決することができる。

2 年 次

前　　期後　　期

卒業研究 6

材料力学Ⅰ  2 材料力学Ⅱ  2

材料工学 2
生産加工学2

航空宇宙学概論Ⅱ 2航空宇宙学概論Ⅰ 2 飛行制御概論 2

航空法概論 2

飛行力学 2

材料力学Ⅲ  2

機械力学入門  2 機械力学Ⅰ  2 機械力学Ⅱ  2 自動車工学 2

航空宇宙推進工学2

ロボット工学 2

高速空気力学2

航空宇宙機構造力学 2

（航空宇宙通信システム） 2 （航空宇宙通信システム） 2

（航空宇宙工学） 2 （航空宇宙工学） 2

制御工学 2

宇宙機システム工学 2

機械設計法Ⅰ  2

機械工学プロジェクトⅡ  2機械工学プロジェクトⅠ  2

航空宇宙実験プロジェクトⅠ 2 航空宇宙実験プロジェクトⅡ 2

１年生機械工学特別専攻ゼミⅡ 1 ２年生機械工学特別専攻ゼミⅠ 1 ２年生機械工学特別専攻ゼミⅡ 1１年生機械工学特別専攻ゼミⅠ 1

機械製図基礎 1 機械製図ユニット2

機械及び電気工学実験2

機械設計製図ユニット 2

特別専攻研究Ⅰ 特別専攻研究Ⅱ

海外機械工学特別専攻留学 2

海外機械工学研修Ⅱ 4

機械設計法Ⅱ  2

航空機設計 2

流れ学Ⅰ  2 流れ学Ⅱ  2 流体力学 2

航空宇宙学特別講義 1

熱力学Ⅰ  2 熱力学Ⅱ  2 応用熱力学 2 伝熱工学  2

専門基礎導入科目
物理学分野

専門基礎導入科目　化学分野

専門基礎導入科目　地学分野

化学Ａ  2 化学Ｂ  2

専門基礎導入科目　生物学分野 ライフサイエンス  2

地学概論Ⅰ  2 地学概論Ⅱ  2

前　　期
科目群の学習・教育目標

1 年 次 4 年 次

後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

3 年 次

：必修 ：選択必修 ：選択

解析学Ⅰ  3

線形代数学Ⅰ  2

微分積分学Ⅱ  3

線形代数学Ⅱ  3

機械系数学2

ベクトル解析2 フーリエ解析2

確率統計Ｓ  2

振動と波動2 熱・統計物理学2 量子物理2

物理学Ａ  3

物理・化学ユニット3

物理学Ｂ  2

物理学Ｃ  2

物理学Ｄ  2

特別専攻プログラム　具体的なテーマを設定
し、セミナー形式で調査・研究・報告を行う
ことで、機械工学分野の技術者、研究者に必
要な問題を解決する能力を身につける。ま
た、海外留学を通して、国際的に活躍できる
技術者、研究者としての素養を身につける。

航空宇宙　航空宇宙学領域の諸知識を活用し
て技術的問題を解決することができる。
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工学部　機械工学科 ［教員養成コース・カリキュラムツリー］ME

専門基礎導入科目
数学分野

技術者リテラシー　コンピュータなど、技術
者として必要な基礎知識や素養を使って技術
的問題を解決することができる。

材料と加工　機械を構成する材料とその力学
に関する知識を使って、材料の特性や加工を
考え、技術的問題を解決することができる。

熱とエネルギー　熱とエネルギーに関する知
識を使って技術的問題を解決することができ
る。

運動と制御　機械の運動とその制御に関する
知識を使って技術的問題を解決することがで
きる。

設計開発およびプロジェクト　機械工学の諸
知識を総合的に活用して技術的問題を解決
し、自らのアイディアを形あるものとして創
造することができる。

教職系
中学／技術、高校／
工業の教員に必要な
技術系教科の基礎と
スキルを修得する。
また、教える技術、
ICTを活用した教育
能力を修得する。

（共通）教育に関する
テーマを実践するこ
とで自ら教材を開発、
教育手法を生み出す
能力を身につける。

流れの力学　流れに伴う力学に関する知識を
使って技術的問題を解決することができる。

2 年 次

前　　期後　　期

微分積分学Ⅰ  3
線形代数学Ⅰ  2

微分積分学Ⅱ  3
線形代数学Ⅱ  2

機械系数学2
ベクトル解析2
関数論Ⅰ   2

フーリエ解析2
確率統計 2

関数論Ⅱ   2

プログラミング基礎2 実践プログラミング2 機械工学特別講義1

卒業研究  6

材料力学Ⅰ  2 材料力学Ⅱ 2
生産加工学2材料工学 2

材料力学Ⅲ  2

機械力学入門 2 機械力学Ⅰ 2 機械力学Ⅱ  2
制御工学 2

自動車工学2

航空宇宙推進工学2

ロボット工学2

（航空宇宙工学）2

高速空気力学2

機械設計法Ⅰ  2機械工学プロジェクトⅡ  2機械工学プロジェクトⅠ  2
機械製図基礎1 機械製図ユニット2

機械設計法Ⅱ  2
創造設計ユニットⅠ  4

海外機械工学研修Ⅰ  2

創造設計ユニットⅡ  4
機械及び電気工学実験  2

流れ学Ⅰ 2 流れ学Ⅱ 2

航空宇宙　航空宇宙学領域の諸知識を活用し
て技術的問題を解決することができる。

中学／技術

高校／工業

（航空宇宙工学）2

流体力学 2

熱力学Ⅰ 2 熱力学Ⅱ 2 応用熱力学2 伝熱工学 2

専門基礎導入科目
物理学分野

基礎力学Ⅰ  2・3

物理・化学ユニット3

基礎力学Ⅱ  2・3
基礎電磁気学Ⅰ  2 基礎電磁気学Ⅱ  2 振動と波動2 熱・統計物理学2 量子物理 2

専門基礎導入科目
化学分野 基礎化学Ⅰ  2 基礎化学Ⅱ  2

専門基礎導入科目
生物学分野 生物学概論Ⅰ  2 生物学概論Ⅱ  2 基礎生物学2

専門基礎導入科目
地学分野 地学概論Ⅰ  2 地学概論Ⅱ  2

前　　期
科目群の学習・教育目標

1 年 次 4 年 次

後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

3 年 次

：必修 ：選択必修 ：選択

機械工学概論 1

金属加工概論  2
栽培概論 2
電気概論 2

木材加工概論  2
技術科教育法Ⅰ 2 技術科教育法Ⅱ 2 技術科教育法Ⅲ 2 技術科教育法Ⅳ 2

情報とコンピュータ概論 2

金属加工概論  2
電気概論 2

木材加工概論  2
職業指導Ⅰ  2
工業科教育法Ⅰ 2

職業指導Ⅱ  2
工業科教育法Ⅱ 2

工業概論 2

電気磁気学Ⅰ 3 環境・エネルギー 2 エネルギーと電力システム制御 2

教育コンテンツ開発実践 2 教育パフォーマンス実践 2

基礎電気回路Ⅰ 3

Ｐ
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電気・電子・情報工学の基礎を身につけ、そ
れらを実際に応用する際の考え方を身につけ
る。

電力・機器・制御　電気エネルギーの発生、
伝達、利用に関する技術を学ぶとともに、修
得した専門知識を活用して、実際の機器制御
技術に適用できるだけでなく、環境とエネル
ギーの問題なども考慮して総合的に対応でき
る能力を身につける。

半導体・電子デバイス・光エレクトロニクス　基本
デバイスおよび基本回路の動作原理や特性を理解す
るとともに、回路設計手法の基礎を修得し、回路設
計および評価に携わるための素養を身につける。

情報通信・情報処理　情報技術および情報通
信ネットワークの基本的事項を理解し、修得
した専門知識を活用して、実際の技術に適用
する能力を身につける。

自分の考えや成果を明確に相手に伝えるための
プレゼンテーション能力と相手の質問や意見を
理解して的確にこたえる能力を身につける。

企画・設計・実行・分析を繰り返し、問題点
を明らかにし、技術の進歩に対応できる素養
と習慣を身につける。

専門基礎導入科目
物理学分野

専門基礎導入科目　化学分野

専門基礎導入科目　生物学分野

専門基礎導入科目
数学分野

2 年 次

電気電子数学3

基礎力学Ⅰ  2・3

基礎化学Ⅰ  2

基礎電気回路Ⅰ  3 基礎電気回路Ⅱ  3 回路解析Ⅰ  3

基礎電子回路  3

電気磁気学Ⅰ  3

回路解析Ⅱ  3

環境・エネルギー2

ディジタル回路2

情報通信技術とその応用2電子通信工学2
ディジタル通信と
ネットワーク2

電気磁気学Ⅲ  2

エネルギーと電力
システム制御2

電気機器学2

制御工学 2

電気電子材料2

プラズマ工学2 光エレクトロニクス2

電子デバイス2半導体工学2

Ｃ 言 語 2プログラミング入門2

電気電子基礎
ユニット3

電気電子応用
ユニット4

電気電子専門
ユニット4

電気電子発展
ユニット2

卒業研究 　6

3年特別プロジェクト3 電気電子工学ゼミ  2

マイコン回路設計講座2　　　　　　　　　　　　　　　　 FPGA設計講座2

電気情報技術者（検定）Ⅰ・Ⅱ 各 2　　　　　　　　　　　　　　　　 電気工事士講座（検定）Ⅰ・Ⅱ 各 2

電験三種技術2

電験三種支援講座（検定）2

電気電子設計製図2

電気電子ユニット入門2

コンピュータ工学2

電力システム工学2

電気法規および
施設管理2

パワーエレクトロニクス2

アナログ電子回路2

電気磁気学Ⅱ  3

電気電子計測  2

基礎力学Ⅱ  2・3 振動と波動2

物理・化学
ユニットプログラム3

基礎化学Ⅱ  2

生物学概論Ⅰ  2 生物学概論Ⅱ  2

微分積分学Ⅰ  3

線形代数学Ⅰ  2

微分積分学Ⅱ  3

関数論Ⅰ  2

線形代数学Ⅱ  2

ベクトル解析  2

フーリエ解析2

関数論Ⅱ  2

確率統計 2

基礎数学 2

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択工学部　電気電子情報工学科 ［実践的エンジニアコース・カリキュラム                           ツリー］EA

Ｐ
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工学部　電気電子情報工学科 ［電気主任技術者コース・カリキュラムツリー］EC

電気・電子・情報工学の基礎を身につけ、そ
れらを実際に応用する際の考え方を身につけ
る。

電力・機器・制御　電気エネルギーの発生、
伝達、利用に関する技術を学ぶとともに、修
得した専門知識を活用して、実際の機器制御
技術に適用できるだけでなく、環境とエネル
ギーの問題なども考慮して総合的に対応でき
る能力を身につける。

半導体・電子デバイス・光エレクトロニクス　基本
デバイスおよび基本回路の動作原理や特性を理解す
るとともに、回路設計手法の基礎を修得し、回路設
計および評価に携わるための素養を身につける。

情報通信・情報処理　情報技術および情報通
信ネットワークの基本的事項を理解し、修得
した専門知識を活用して、実際の技術に適用
する能力を身につける。

自分の考えや成果を明確に相手に伝えるための
プレゼンテーション能力と相手の質問や意見を
理解して的確にこたえる能力を身につける。

企画・設計・実行・分析を繰り返し、問題点
を明らかにし、技術の進歩に対応できる素養
と習慣を身につける。

専門基礎導入科目
物理学分野

専門基礎導入科目　化学分野

専門基礎導入科目　生物学分野

専門基礎導入科目
数学分野

2 年 次

電気電子数学3

基礎力学Ⅰ  2・3

基礎化学Ⅰ  2

基礎電気回路Ⅰ  3 基礎電気回路Ⅱ  3 回路解析Ⅰ  3

基礎電子回路  3

電気磁気学Ⅰ  3

回路解析Ⅱ  3

環境・エネルギー2

ディジタル回路2

情報通信技術とその応用2電子通信工学  2 ディジタル通信と
ネットワーク  2

電気磁気学Ⅲ  2

エネルギーと電力
システム制御2

電気機器学 2

制御工学 2

電気電子材料2

プラズマ工学2 光エレクトロニクス2

電子デバイス2半導体工学2

Ｃ 言 語 2プログラミング入門2

電気電子基礎
ユニット3

電気電子応用
ユニット4

電気電子専門
ユニット4

電気電子発展
ユニット2

3年特別プロジェクト  3 電気電子工学ゼミ  2

電気電子設計製図2

電気電子ユニット入門2

コンピュータ工学2

電力システム工学2

電気法規および
施設管理2

パワーエレクトロニクス2

アナログ電子回路2

電気屋内配線設計Ⅱ  2電気屋内配線設計Ⅰ  2

電気磁気学Ⅱ  3

電気電子計測  2

基礎力学Ⅱ  2・3 振動と波動2

物理・化学
ユニットプログラム3

基礎化学Ⅱ  2

生物学概論Ⅰ  2 生物学概論Ⅱ  2

微分積分学Ⅰ  3

線形代数学Ⅰ  2

微分積分学Ⅱ  3

関数論Ⅰ  2

線形代数学Ⅱ  2

ベクトル解析  2

フーリエ解析2

関数論Ⅱ  2

確率統計 2

基礎数学 2

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

：必修 ：選択必修 ：選択

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

卒業研究 　6

マイコン回路設計講座2　　　　　　　　　　　　　　　　 FPGA設計講座2 電験三種技術2

電気屋内配線設計
Ⅰ・Ⅱ 各 2 高圧電気工事技術（座学）、（実技）各2

電気情報技術者（検定）Ⅰ・Ⅱ 各 2　　　　　　　　　　　　　　　　 電気工事士講座（検定）Ⅰ・Ⅱ 各 2 電験三種支援講座（検定）2
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工学部　電気電子情報工学科 ［電気電子特別専攻・カリキュラムツリー］ET

電気・電子・情報工学の基礎を身につけ、そ
れらを実際に応用する際の考え方を身につけ
る。

電力・機器・制御　電気エネルギーの発生、
伝達、利用に関する技術を学ぶとともに、修
得した専門知識を活用して、実際の機器制御
技術に適用できるだけでなく、環境とエネル
ギーの問題なども考慮して総合的に対応でき
る能力を身につける。

半導体・電子デバイス・光エレクトロニクス
基本デバイスおよび基本回路の動作原理や特
性を理解するとともに、回路設計手法の基礎
を修得し、回路設計および評価に携わるため
の素養を身につける。

情報通信・情報処理　情報技術および情報通
信ネットワークの基本的事項を理解し、修得
した専門知識を活用して、実際の技術に適用
する能力を身につける。

自分の考えや成果を明確に相手に伝えるための
プレゼンテーション能力と相手の質問や意見を
理解して的確にこたえる能力を身につける。

［電気電子特別専攻　固有の科目］

企画・設計・実行・分析を繰り返し、問題点
を明らかにし、技術の進歩に対応できる素養
と習慣を身につける。

専門基礎導入科目
物理学分野

専門基礎導入科目　化学分野

専門基礎導入科目　生物学分野

専門基礎導入科目
数学分野

2 年 次

解析学Ⅰ  3

物理学A  3

化学 A  2

基礎電気回路Ⅰ 3 基礎電気回路Ⅱ 3 回路解析Ⅰ  3

基礎電子回路 3

電気磁気学Ⅰ  3

回路解析Ⅱ  3

情報通信技術とその応用2電子通信工学2 ディジタル通信と
ネットワーク2

電気磁気学Ⅲ  2

スマートハウスと
エネルギー管理 2

ホームエレクトロニクス 2

デジタル音響機器と信号処理 2

エネルギーと電力
システム制御2

電気機器学2

制御工学 2

電気電子材料2

プラズマ工学2 光エレクトロニクス2

電子デバイス2半導体工学2

ディジタル回路 2Ｃ 言 語 2プログラミング入門2

電気電子基礎
ユニット3

電気電子応用
ユニット4

電気電子専門
ユニット4

電気電子設計
製図2

卒業研究 　6

3年特別プロジェクト　3 電気電子工学ゼミ  2

コンピュータ工学2

電力システム工学2環境・エネルギー 2

電気法規および
施設管理2

パワーエレクトロニクス2

アナログ電子回路 2

電気磁気学Ⅱ  3

特別専攻海外研修2

電気電子計測2

物理学B  3 振動と波動2物理・化学
ユニットプログラム3

化学B  2

ライフサイエンス  2

確率統計S  2

線形代数学  3

微分方程式  2

ベクトル解析  2

フーリエ解析2

電気電子数学  3

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

１年生特別専攻ゼミⅠ  １ １年生特別専攻ゼミⅡ  １ ２年生特別専攻ゼミⅠ  １ ２年生特別専攻ゼミⅡ  １

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択

マイコン回路設計講座2　　　　　　　　　　　　　　　　 FPGA設計講座2

電気情報技術者（検定）Ⅰ・Ⅱ 各 2

電験三種技術2

電験三種支援講座（検定）2
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電気・電子・情報工学の基礎を身につけ、それ
らを実際に応用する際の考え方を身につける。

電力・機器・制御　電気エネルギーの発生、
伝達、利用に関する技術を学ぶとともに、修
得した専門知識を活用して、実際の機器制御
技術に適用できるだけでなく、環境とエネル
ギーの問題なども考慮して総合的に対応でき
る能力を身につける。

半導体・電子デバイス・光エレクトロニクス　基本
デバイスおよび基本回路の動作原理や特性を理解す
るとともに、回路設計手法の基礎を修得し、回路設
計および評価に携わるための素養を身につける。

情報通信・情報処理　情報技術および情報通
信ネットワークの基本的事項を理解し、修得
した専門知識を活用して、実際の技術に適用
する能力を身につける。

自分の考えや成果を明確に相手に伝えるための
プレゼンテーション能力と相手の質問や意見を
理解して的確にこたえる能力を身につける。

企画・設計・実行・分析を繰り返し、問題点
を明らかにし、技術の進歩に対応できる素養
と習慣を身につける。

専門基礎導入科目
物理学分野

専門基礎導入科目　化学分野

専門基礎導入科目　生物学分野

専門基礎導入科目
数学分野

2 年 次

電気電子数学3

基礎力学Ⅰ  3

基礎化学Ⅰ  2

基礎電気回路Ⅰ  3

情報リテラシー 2

基礎電気回路Ⅱ  3 回路解析Ⅰ  3

基礎電子回路  3

電気磁気学Ⅰ  3

回路解析Ⅱ  3

環境・エネルギー2

ディジタル回路2

情報通信技術とその応用2電子通信工学2
ディジタル通信と
ネットワーク2

電気磁気学Ⅲ  2

エネルギーと電力
システム制御2

電気機器学2

制御工学 2

電気電子材料2

プラズマ工学2 光エレクトロニクス2

電子デバイス2半導体工学2

Ｃ 言 語 2プログラミング入門2

電気電子基礎
ユニット3

電気電子応用
ユニット4

電気電子専門
ユニット4

電気電子発展
ユニット2

エンジニアリング・デザイン
と生物模倣技術　２

3年特別プロジェクト 3

電気電子工学ゼミ  2

卒業研究 　6

マイコン回路設計講座 2　　                　                            FPGA設計製図 2　　　　電験三種技術２

電気情報技術者（検定）Ⅰ・Ⅱ 各２　　                　                            電気工事士講座（検定）Ⅰ・Ⅱ 各２　　電験三種支援講座（検定）２

電気電子設計製図2

電気電子ユニット入門2

コンピュータ工学2

電力システム工学2

電気法規および
施設管理2

パワーエレクトロニクス2

アナログ電子回路2

電気磁気学Ⅱ  3

電気電子計測2

基礎力学Ⅱ  3

物理・化学
ユニットプログラム3

基礎化学Ⅱ  2

生物学概論Ⅰ  2 生物学概論Ⅱ  2

微分積分学Ⅰ  3

線形代数学Ⅰ  2

微分積分学Ⅱ  3

関 数 論 Ⅰ  2

ベクトル解析  2

フーリエ解析2

関数論Ⅱ  2

確率統計 2

基礎数学 2

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択工学部　電気電子情報工学科 ［教員養成コース・カリキュラムツリー］EE

教職系
中学／技術、高校／
工業の教員に必要な
技術系教科の基礎と
スキルを修得する。
また、教える技術、
ICTを活用した教育
能力を修得する。 （共通）教育に関する

テーマを実践するこ
とで自ら教材を開発、
教育手法を生み出す
能力を身につける。

金属加工概論  2

電気概論 2

栽培概論 2

木材加工概論  2

機械概論  2 技術科教育法Ⅰ 2 技術科教育法Ⅱ 2 技術科教育法Ⅲ 2 技術科教育法Ⅳ 2

情報とコンピュータ概論 2

工業概論  2
職業指導Ⅰ  2

工業科教育法Ⅰ 2

職業指導Ⅱ  2

工業科教育法Ⅱ 2

材料力学Ⅰ ２

機械製図基礎 １

機械力学 ２

機械製図ユニット ２

教育コンテンツ開発実践 2 教育パフォーマンス実践 2
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工学部　応用化学科 ［化学応用コース・カリキュラムツリー］CA

専門基礎導入科目
数学分野

自然科学と応用化学の基礎学力を修得する。

応用化学の基礎知識およびその応用力を修得
する。

自ら考え、自ら実行する力、コミュニケー
ション能力を修得する。

実験技術および報告書作成能力を修得する。

2 年 次

微分積分学Ⅰ-c,d３ 線形代数学Ⅰ-a ２ 確率統計２

基礎力学Ⅰ-a ２ 基礎力学Ⅱ-a ２ 基礎電磁気学Ⅰ-a ２

基礎電磁気学Ⅱ-a ２

物理・化学ユニット
プログラム３

基礎化学Ⅰ-b ２ 基礎化学Ⅱ-b ２

基礎化学Ⅰ-d ３ 基礎化学Ⅱ-d ３

専門基礎導入科目
物理学分野

専門基礎導入科目
化学分野

専門基礎導入科目　生物学分野

専門基礎導入科目　地学分野

生物学概論Ⅰ２ 基礎生物学２ 生物学概論Ⅱ２

地学概論Ⅰ２

地学概論Ⅱ２

化学基礎演習1 地球と生命の元素２ 身の回りの金属元素２

非金属元素の化学２ 金属元素の化学２

有機医薬品化学入門２

基礎有機化学２

分析化学２

医薬品の効果と反応２

有機官能基の化学２

化学反応はなぜ進行するのか２

環境化学・環境生物２

総合物理学概論２

総合化学概論２

コンピュータ技術の応用２

溶液の性質と熱力学２

物理化学基礎2 化学反応の応用技術２ 化学技術と分離操作２ 流体とエネルギー２

化学工学基礎２

医薬・有機合成入門２

生体物質化学２

エネルギー化学入門２

卒業研究  or J ６

有機反応化学２

高分子化学２

環境保全・エコロジー２

大気・水質環境２

医薬品合成化学２

環境化学計測２

エネルギーシステムデザイン２

バイオプロセス化学２

エネルギー材料化学2

化学プラント工学２

化学反応工学２

環境化学実験２ 合成化学実験ユニット
プログラム ３

物理化学実験ユニット
プログラム or J ３

応用化学実験 or J ２
機器分析ユニット
プログラム４生物化学実験1

企業における課題と解決を学ぶ ２

海外化学研修Ⅰ２

プレ卒業研究Ⅲ1プレ卒業研究Ⅱ1プレ卒業研究Ⅰ1卒業研究体験実習1 プレ卒業研究Ⅳ1

海外化学研修Ⅱ４

プレ卒業研究Ⅴ1

総合化学ゼミ１

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択
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工学部　応用化学科 ［総合化学エンジニアコース・カリキュラムツリー①］CJ

次ページにつづく

自然科学に関する知
識とその応用力を身
につける。

応用化学および化学
工学の基礎に関する
知識を身につける。

コンピュータ利用に
関する知識とその応
用力を身につける。

基礎学力の重視　
応用化学系の専門
基礎科目を特に重
視し、自然科学系
学科目と融合し
て、化学のどの専
門分野にも対応で
きる応用の効く基
礎学力を身につけ
る。

一つの専門分野をよ
り深く探求する。

応用力の習得
基礎学力の上に
立ってその専門科
目をより深く理解
することができ
る。これによっ
て、将来化学のど
の分野にも対応で
きる応用力、デザ
イン能力を身につ
ける。

目標設定能力、目的意識の明確化
生涯学習を続ける習慣を身につけることを
目標に、重点的に取り組む専門分野を各自に
定め、自発的な動機および明確な目標を持っ
て自ら工夫しながら積極的に学問する事が
できる。

2 年 次

卒業研究体験実習1

有機反応化学２

高分子化学２ エネルギー材料化学 ２

大気・水質環境２

環境保全・エコロジー２

バイオプロセス化学２

医薬品合成化学２

卒業研究Ｊ 6

環境化学計測２

化学プラント工学２

化学反応工学２

医薬・有機合成入門 ２

生体物質化学 2

エネルギー化学入門 ２ エネルギーシステム
デザイン２

微分積分学Ⅰ-c, d 3 線形代数学Ⅰ-a(2) 確率統計２

基礎力学Ⅰ-a 2 基礎力学Ⅱ-a 2 基礎電磁気学Ⅰ-a 2

基礎電磁気学Ⅱ-a 2

物理・化学ユニット
プログラム3

基礎化学Ⅰ-b, d 2, 3 基礎化学Ⅱ-b, d 2, 3

化学基礎演習 1

非金属元素の化学2

基礎有機化学2

分析化学 2

金属元素の化学2

有機官能基の化学2

物理化学基礎2 溶液の性質と熱力学2

情報リテラシー1 応用化学実験Ｊ2

生物化学実験1

化学工学基礎2 化学技術と分離操作2 流体とエネルギー2

溶液の性質と熱力学2

物理化学実験ユニット
プログラムＪ 3

合成化学実験ユニット
プログラム 3

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択

総合化学概論2

総合物理学概論2

非金属元素の化学2

基礎有機化学2

分析化学 2

金属元素の化学2

有機官能基の化学2

環境化学・環境生物 2

コンピュータ
技術の応用2
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自然界の諸現象をつぶさに観察
し、かつ、身の回りの科学的現
象を実験的に確認し、自主テー
マに取り組み、これらの事象を
考察する事ができる。

2 年 次

環境化学実験2 生物化学実験1 総合化学ゼミ1卒業研究体験実習1

卒業研究Ｊ 6

卒業研究Ｊ 6

地球的視野から物事を
捉えつつ、専門的視点
から様々な科学現象を
観察・理解し新たな視
点を考案する事ができ
る。

共通基盤教育科目群                                                 人文社会系科目8

環 境 論 2 機器分析ユニット
プログラム4

合成化学実験ユニット
プログラム 3

物理化学実験ユニット
プログラムＪ 3

自然現象を科学者の目で
見る習慣の習得：自然現
象を種々の角度から見る
目、常に新しい視点を求
めることは、これを工学
的に応用するための素養
として不可欠である。自
然現象に対する新しい視
点の創生を促すととも
に、環境保全の心を育
み、合わせて発表能力を
向上させる。

技術者としての社会的
責任、倫理観の確立：
技術者として自立するた
めに、物質中心の思想か
ら脱却し、科学とその技
術が社会や自然環境にお
よぼす影響について事前
に評価し、恒常的に配慮
する倫理観を培う。ま
た、教養を身につけ、人
間としての正しい生き方
を常に模索し、社会人と
して必要な協調性、他者
を思いやる心なども併せ
て培う。

コミュニケーション
能力の修得

目的達成能力、問題発
見・解決能力の修得：
設定された目標を計画
的に達成する能力、優
れた感性とデザイン能
力などの総合的能力を
修得する。

科学・技術と社会、自
然環境に関する倫理観
を学び、それらを実社
会に適応できる。

共通基盤教育科目群                                                 人文社会系科目8

環 境 論 2 技術者倫理2

エンジニアリング・デザインと
生物模倣技術 2

設定された目標を計画
的に達成する能力、優
れた感性とデザイン能
力などの総合的能力を
修得する。

チームとして働く習
慣の修得

多様な人々とともに協力し
ながら課題をこなすことが
できる。チームとして必要
な相手の立場、文化、背景
を理解し、信頼関係を築く
ことができる。

合成化学実験ユニット
プログラム 3

物理化学実験ユニット
プログラムＪ 3

企業における課題と
解決を学ぶ 2

生物化学実験1

応用化学実験Ｊ 2

応用化学実験Ｊ 2

環境化学実験2

社会人に必要な素養およ
び協調性を身につけ、実
践できる。

共通基盤教育科目群                                                 人文社会系科目8

共通基盤教育科目群                                                 健康・スポーツ系科目1

文章表現力、読解力の
高揚：論説的な文章の
読み方や報告書の書き
方に精通し、各種実験
の報告書の作成をする
ことができる。

環境化学実験2 合成化学実験ユニット
プログラム 3 応用化学実験Ｊ 2 総合化学ゼミ1機器分析ユニット

プログラム4
物理化学実験ユニット
プログラムＪ 3

生物化学実験1 卒業研究Ｊ 6

討論・報告・口頭発表
を行うことができ、図
表による正しい表現方
法を工夫できる。

卒業研究体験実習1 応用化学実験Ｊ 2環境化学実験2

英語力：語学科目で基礎
を培うとともに、その後
の専門書の英文の講読お
よび英語文献の読解がで
きるようになる。

共通基盤教育科目群　英語基礎系科目、言語応用系科目9 機器分析ユニット
プログラム4 総合化学ゼミ1

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択工学部　応用化学科 ［総合化学エンジニアコース・カリキュラムツリー②］CJ

エンジニアリング・デザインと
生物模倣技術 2

物理化学実験ユニット
プログラムＪ 3

Ｐ
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工学部　応用化学科 ［教員養成コース（工業）・カリキュラムツリー］CE

専門基礎導入科目
数学分野

自然科学と応用化学の基礎学力を修得する。

応用化学の基礎知識およびその応用力を修得
する。

自ら考え、自ら実行する力、コミュニケー
ション能力を修得する。

実験技術および報告書作成能力を修得する。

2 年 次

微分積分学Ⅰ-c,d３ 線形代数学Ⅰ-a ２ 確率統計２

基礎力学Ⅰ-a ２ 基礎力学Ⅱ-a ２ 基礎電磁気学Ⅰ-a ２

基礎電磁気学Ⅱ-a ２

物理・化学ユニット
プログラム３

基礎化学Ⅰ-b ２ 基礎化学Ⅱ-b ２

基礎化学Ⅰ-d ３ 基礎化学Ⅱ-d ３

専門基礎導入科目
物理学分野

専門基礎導入科目
化学分野

専門基礎導入科目　生物学分野

専門基礎導入科目　地学分野

生物学概論Ⅰ２ 基礎生物学２ 生物学概論Ⅱ２

地学概論Ⅰ２

地学概論Ⅱ２

化学基礎演習1 地球と生命の元素２ 身の回りの金属元素２

非金属元素の化学２ 金属元素の化学２

有機医薬品化学入門２

基礎有機化学２

分析化学２

医薬品の効果と反応２

有機官能基の化学２

化学反応はなぜ進行するのか２

環境化学・環境生物２

総合物理学概論２

総合化学概論２

コンピュータ技術の応用２

溶液の性質と熱力学２

物理化学基礎2 化学反応の応用技術２ 化学技術と分離操作２ 流体とエネルギー２

化学工学基礎２

医薬・有機合成入門２

生体物質化学２

エネルギー化学入門２

卒業研究  or 同 E ６

有機反応化学２

高分子化学２

環境保全・エコロジー２

大気・水質環境２

医薬品合成化学２

環境化学計測２

エネルギーシステムデザイン２

バイオプロセス化学２

エネルギー材料化学2

化学プラント工学２

化学反応工学２

環境化学実験２ 合成化学実験ユニット
プログラム ３

物理化学実験ユニット
プログラム or J ３

総合化学ゼミ1 or
卒研ゼミ E1

応用化学実験 or J ２
機器分析ユニット
プログラム４生物化学実験1

企業における課題と解決を学ぶ ２

海外化学研修Ⅰ２

プレ卒業研究Ⅲ1プレ卒業研究Ⅱ1プレ卒業研究Ⅰ1卒業研究体験実習1 プレ卒業研究Ⅳ1

海外化学研修Ⅱ４

プレ卒業研究Ⅴ1

教職（工業）
教員として基礎となる知識やスキル、教材開
発法及び教育方法を修得する。

教育コンテンツ開発実践2教育パフォーマンス実践 2工業概論 2 工業科教育法Ⅰ２

職業指導Ⅱ１職業指導Ⅰ１

ティーチャーズ実践

工業科教育法Ⅱ２

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択
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卒業研究（特別専攻）６

工学部　応用化学科 ［医生命科学特別専攻・カリキュラムツリー］CT

A）自然科学の諸原理について充分に理解
し、他の分野へ 応用ができる。

D）化学と医薬の境界領域としての生命の構
造について理解でき、それらを説明でき
る。

B）基礎的な化学反応、物質の構造について
理解し、いくつかの基本的な演習問題を
解くことができる。

E）基礎的な実験技術をマスターし、それら
をまとめた論理的な文章を作成、プレゼ
ンができる。

2 年 次

解析学Ⅰ  ２ 微分方程式3

物理学Ａ  3 物理学 B  3 物理学 C  2 物理学 D  2

海外化学研修Ⅱ 4

ライフサイエンス  ２

化　学　A  ２

化学基礎演習1

化　学　B  ２

分析化学２

非金属元素の化学２

基礎有機化学２

物理化学基礎２

金属元素の化学２

有機官能基の化学２

溶液の性質と熱力学２

特
別
専
攻
海
外
研
修 
２

化学工学基礎２

確率統計S  ２

有機反応化学２ 医薬品合成化学２

薬　理　学２ 生命機能材料化学２

基礎医学２ 免　疫　学２

３年生特別専攻ゼミ1

生　理　学２医科学概論２

医薬・有機合成入門 ２

環境化学実験２ 合成化学実験ユニット
プログラム ３

物理化学実験ユニット
プログラム J  ３ 生物化学実験１スタディスキル1

応用化学実験 J  ２ 総合化学ゼミ 1卒業研究体験実習１

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

C）医薬品開発を目指した有機薬化学を理解
し、新たな視点から医薬品を考案できる。

F）自然現象の観察および問題解決に向けた
新たな視点で実験方法をデザインできる。

１年生特別専攻ゼミⅠ 1 １年生特別専攻ゼミⅡ 1 ２年生特別専攻ゼミⅠ 1 ２年生特別専攻ゼミⅡ 1

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択
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情報学部　情報工学科 ［カリキュラムツリー］
：必修 ：選択必修 ：選択

専門基礎導入科目
数学分野

情報基盤系
コンピュータを専門的に扱う上
での知識を深め、実践的なプロ
グラミング技術を学ぶことで、
問題発見、解決力等の総合的な
技能を身につけることができる。

リテラシー系

資格系

ユニットプログラム
プログラミング言語系

システム構築系
コンピュータのハードウェアや
基本ソフトウェア、ネットワー
クに関する知識を修得し、コン
ピュータシステムの構築や運用
管理、保守を行うことができる。

計算機システム

ネットワークシステム

ソフトウェア工学

アプリケーション開発

統計・情報数理

知能処理・認識技術

データベースシステム

ソフトウェア開発系
安全性と信頼性が求められるシス
テムやアプリケーションの分析や
設計、プログラミング、テストな
どの開発の流れや開発技法を理解
し、それらを活用してソフトウェ
アを開発することができる。

知能情報系
コンピュータが扱うデジタル情
報や信号の基本を理解し、大規
模データの活用や知能情報処理
のアルゴリズムやプロセスにつ
いて技術的な課題を解決するこ
とができる。

目的別プログラム【ベーシック情報コース】
課題の調査・報告を行う上での経験を経ること
で、問題発見、解決力等の総合的な学習力を使っ
て、自らのアイデアを具現化することができる。

2 年 次

基礎数学2 微分積分学Ⅰ  3 微分積分学Ⅱ  3
線形代数学Ⅰ  2 線形代数学Ⅱ  2

情報工学総合ユニットⅠ  2 情報工学総合ユニットⅡ  2
ソフトウェア工学ユニット  2
実践人工知能ユニット  2
Webアプリケーションユニット  2

組み込みシステムユニット  2
ビジネスアプリケーションユニット  2
知能情報処理ユニット  2

数理論理学2 離散数学  2 数理統計学2

専門基礎導入科目 情報学部共通分野 情報とサイエンス2 情報と知的財産権2
情報と人間2

C++言語Ⅰ 1 C++言語Ⅱ 2

JAVA言語Ⅰ 1 JAVA言語Ⅱ 2 JAVA言語Ⅰ 1 JAVA言語Ⅱ 2

C++言語Ⅰ 1 C++言語Ⅱ 2

情報と文化2
情報とコミュニケーション2

実践的マーケティング論2 実践的マネジメント論2

初級情報技術者（検定）・セキュリティ情報技術者（検定）・　　　　　　　　　　　　　　　　 基本情報技術者（検定）・応用情報技術者（検定）・高度情報技術者（検定）　各2

海外情報工学研修Ⅰ  2

海外情報工学研修Ⅱ  2

PBL  4

情報工学基礎
ユニットⅠ  3

情報工学基礎
ユニットⅡ  3

卒業研究6
情報工学セミナーⅢ 2

情報工学
リテラシー2

初級 IT 国家資格取得
支援講義2

初級 IT 国家資格取得
支援講義2

中級 IT 国家資格取得
支援講義2

上級 IT 国家資格取得
支援講義2

情報工学セミナーⅠ  1 情報工学セミナーⅡ  1

計算機概論2 ハードウェア基礎2 ヒューマンインターフェース2 オペレーティングシステム2 組み込みシステム2 クラウドコンピューティング2

C言語基礎ユニットⅠ  2

C言語基礎ユニットⅡ  1

C言語基礎ユニットⅢ  2

C言語基礎ユニットⅣ  1

ネットワークセキュリティ2ネットワーク基礎論2 モバイルコンピューティング2 システム管理論2

データベース管理論2データベース基礎論2

ソフトウェア理論概論2 ソフトウェア工学2 オブジェクト指向分析設計論2

情報検索システム2 データ管理設計2

WEBプログラミング2WEB技術入門 2デジタルマーケティング 2 経営情報システム2 情報技術と企業経営2

データの処理と分析2 人工知能基礎論2 ソフトコンピューティング2 オペレーションズリサーチ2

スポーツ情報

マルチメディア入門 2 信号処理基礎2 認識処理工学2画像処理工学2 機械学習2

スポーツ情報科学概論2 スポーツ計測統計処理2スポーツ音響学概論2

ソフトウェア基礎論2

プロジェクト　　　　　　　　　　　　　　　　 研究Ⅰ～Ⅵ　各1

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期
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情報学部　情報工学科［ ICT スペシャリスト特別専攻・カリキュラムツリー］
：必修 ：選択必修 ：選択

2 年 次
科目群の学習・教育目標

1 年 次 4 年 次3 年 次

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

専門基礎導入科目
数学分野

海外実習系【特別専攻】専門の実習を通じて、国際人としての
感性を養い、実践的な英語力、国際感覚を身につける。

特別プログラム【特別専攻】専門基礎及び専門科目の講義を
踏まえ、より高度な内容を演習形式で学び、理解を深めること
ができる。また、コンピュータ科学の諸分野への見識を高め、
興味ある分野に関する具体的なテーマを設定し、セミナー形
式で課題の調査・研究・報告などの総合的な学習を行うことに
より、技術者・研究者として自らのアイデアで問題を解決する
能力を身につけることができる。
●「（特）ICT特別専攻セミナーⅠ」および「（特）ICT特別演習Ⅰ」
は、1年後期からICT特別専攻に転入した学生を対象に開講
する。
●「ICT特別演習Ⅰ」は、「プロジェクト研究Ⅰ」による単位認定が
可能である。単位認定された場合は「（特）ICT特別演習Ⅰ」の
受講は不要である。

解析学Ⅰ  3 微分方程式3

線形代数学3

確率統計S  2

ICT 海外研修Ⅱ  2ICT 海外研修Ⅰ  2

PBL  4

数理論理学2 離散数学 2

専門基礎導入科目 物理学分野 物理学 A  3 物理学 B  3 物理学 C  2 物理学 D  2

専門基礎導入科目 化学分野 化　学　A  2 化　学　B  2

専門基礎導入科目 生物学分野 ライフサイエンス  2

専門基礎導入科目 情報学部共通分野
情報と知的財産権2 実践的マーケティング論2 実践的マネジメント論2

初級情報技術者（検定）・セキュリティ情報技術者（検定）・                                                                基本情報技術者（検定）・応用情報技術者（検定）・高度情報技術者（検定）　各2資格系【検定】情報技術者に関する指定した資格試験に合格し
た場合に単位を認定する。

ICTスペシャリストセミナー（通年）  2

（特）１年生特別専攻セミナーⅠ  1

１年生特別専攻セミナーⅠ  1

１年生特別専攻セミナーⅡ  1

２年生特別専攻セミナーⅠ  1

２年生特別専攻セミナーⅡ  1

C言語基礎Ⅰ, Ⅱ, Ⅲ
情報リテラシー

情報工学基礎ユニットⅠ

（特）ICT特別演習Ⅰ  1

ICT 特別演習Ⅰ  1

ICT 特別演習Ⅱ  1

ICT 特別演習Ⅲ  1 ICT 特別演習Ⅴ  1

ICT 特別演習Ⅵ  1ICT 特別演習Ⅳ  1

情報とサイエンス2

情報と人間2

情報と文化2

情報とコミュニケーション2

情報基盤系
コンピュータを専門的に扱う上での知
識を深め、実践的なプログラミング技
術を学ぶことで、問題発見、解決力等
の総合的な技能を身につけることがで
きる。

リテラシー系

資格系

ユニットプログラム
プログラミング言語系

システム構築系
コンピュータのハードウェアや基本ソ
フトウェア、ネットワークに関する知
識を修得し、コンピュータシステムの
構築や運用管理、保守を行うことがで
きる。

計算機システム

ネットワークシステム

ソフトウェア工学

アプリケーション開発

統計・情報数理

知能処理・認識技術

データベースシステム

ソフトウェア開発系
安全性と信頼性が求められるシステムや
アプリケーションの分析や設計、プログ
ラミング、テストなどの開発の流れや開
発技法を理解し、それらを活用してソフ
トウェアを開発することができる。

知能情報系
コンピュータが扱うデジタル情報や信
号の基本を理解し、大規模データの活
用や知能情報処理のアルゴリズムやプ
ロセスについて技術的な課題を解決す
ることができる。

C++言語Ⅰ 1 C++言語Ⅱ 2

JAVA言語Ⅰ 1 JAVA言語Ⅱ 2 JAVA言語Ⅰ 1 JAVA言語Ⅱ 2

C++言語Ⅰ 1 C++言語Ⅱ 2

情報工学基礎
ユニットⅠ  3

情報工学基礎
ユニットⅡ  3

卒業研究6
情報工学セミナーⅢ 2

情報工学
リテラシー2

初級 IT 国家資格取得
支援講義2

初級 IT 国家資格取得
支援講義2

中級 IT 国家資格取得
支援講義2

上級 IT 国家資格取得
支援講義2

情報工学特別講義1

情報工学セミナーⅠ  1 情報工学セミナーⅡ  1

情報技術者概論2

計算機概論2 ハードウェア基礎2 ヒューマンインターフェース2 オペレーティングシステム2 組み込みシステム2 クラウドコンピューティング2

C言語基礎ユニットⅠ  2

C言語基礎ユニットⅡ  1

C言語基礎ユニットⅢ  2

C言語基礎ユニットⅣ  1

ネットワークセキュリティ2ネットワーク基礎論2 モバイルコンピューティング2 システム管理論2

データベース管理論2データベース基礎論2

ソフトウェア理論概論2 ソフトウェア工学2 オブジェクト指向分析設計論2

情報検索システム2 データ管理設計2

WEBプログラミング2WEB技術入門 2デジタルマーケティング 2 経営情報システム2 情報技術と企業経営2

データの処理と分析2 人工知能基礎論2 ソフトコンピューティング2 オペレーションズリサーチ2

スポーツ情報

マルチメディア入門 2 信号処理基礎2 認識処理工学2画像処理工学2 機械学習2

スポーツ情報科学概論2 スポーツ計測統計処理2スポーツ音響学概論2

ソフトウェア基礎論2

ソフトウェア工学ユニット  2

実践人工知能ユニット  2

Webアプリケーションユニット  2

組み込みシステムユニット  2

情報工学総合ユニットⅠ  2 情報工学総合ユニットⅡ  2

ビジネスアプリケーションユニット  2

知能情報処理ユニット  2

ICT 海外研修Ⅱ  2ICT 海外研修Ⅰ  2
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情報学部　情報ネットワーク・コミュニケーション学科 ［カリキュラムツリー］

専門基礎導入科目
数学分野

【情報基礎系・応用系】
利用する情報機器及びシステムを把握するた
めのコンピュータシステムやネットワークに
関する知識をもち、基本的なアプリケーショ
ンソフトが使用できる。

【情報ネットワーク基盤系】
ネットワークに関する基本的な知識・技術を
身につけ、小規模なネットワークやサーバの
管理、簡単なWebアプリケーションの開発
ができる。

【ネットワーク技術系】
有線および無線通信における情報伝送の仕組
みと関連する技術を学び、実社会で利用され
ている各種通信システムの概要について理解
する。

【アプリケーション系】
ディジタルメディアで扱う新しいコンテンツ
の実現を可能とする能力を身につけ、コン
ピュータ上で2D・3D画像や音楽・音声を
用いた情報表現を行える。

【情報セキュリティ系】
暗号やユーザ認証など情報セキュリティ基礎技
術を身につけるとともに、実社会で運用管理す
るための不正プログラム対策・ネットワークセ
キュリティ対策技術を修得し、セキュリティマ
ネジメント・法制度について理解する。

【資格系】
情報技術者に関する指定した資格試験に合格
した場合に単位を認定する。

【ユニットプログラム・セミナー・卒研】
情報ネットワーク、Webコミュニケーショ
ン、情報セキュリティに関連する学習課題に対
して実験や調査を計画し実践することにより、
プロジェクトの進め方を修得するとともに授業
で学習した知識・技術の応用力を身につける。

2 年 次

基礎数学 2 微分積分学Ⅰ  3 微分積分学Ⅱ  3

線形代数学Ⅰ  2 線形代数学Ⅱ  2

情報ネットワーク工学Ⅰ  2 情報ネットワーク工学Ⅱ  2 情報理論 2

情報ネットワークセミナー2
卒業研究6

情報ネットワーク
リテラシー2 ソフトウェア工学2 データベース2 分散処理 2

情報ネットワーク概論2 ネットワーク工学2

インターネット
アプリケーション2

インターネット技術2

Web技術2

ネットワーク
ルーティング2

ネットワーク
プログラミング2

ネットワーク
インターフェース2

ネットワーク解析技法2

通信工学 2 光通信技術2 モバイルネットワーク2

マルチメディア処理2 メディア表現工学2 ヒューマン
インターフェース2

ソーシャル
メディア技術2

情報セキュリティ概論2 情報セキュリティ
マネジメント　2

情報セキュリティと
法制度　2 電子認証 2 ネットワーク

セキュリティ2

情報ネットワーク
導入ユニットⅠ  4

情報ネットワーク
導入ユニットⅡ  4

情報ネットワーク
基礎ユニットⅠ  4

情報ネットワーク
基礎ユニットⅡ  4

情報ネットワーク
コースユニット4

情報ネットワーク
応用ユニット4

数理論理学2 離散数学Ⅰ  2 数理統計学2

専門基礎導入科目
情報学部共通分野

情報と知的財産権2 実践的マーケティング論2 実践的マネジメント論2

実践情報技術者英語1

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

：必修 ：選択

初級情報技術者（検定）・セキュリティ情報技術者（検定）・                                                 基本情報技術者（検定）・ 応用情報技術者（検定）・高度情報技術者（検定）・ネットワーク技術者（検定）・システム構築技術者（検定）
　　　　　　　　　　　  応用ネットワーク技術者（検定）・                                                 高度ネットワーク技術者（検定）各2

プロジェクト                                                 研究Ⅰ～Ⅵ　各1

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

情報とサイエンス2

情報と人間2

情報と文化2

情報とコミュニケーション2
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情報学部　情報ネットワーク・コミュニケーション学科［ ICT スペシャリスト特別専攻・                                  カリキュラムツリー］

専門基礎導入科目
数学分野

【情報基礎系・応用系】利用する情報機器及
びシステムを把握するためのコンピュータシ
ステムやネットワークに関する知識をもち、
基本的なアプリケーションソフトが使用でき
る。

【情報ネットワーク基盤系】ネットワークに
関する基本的な知識・技術を身につけ、小規
模なネットワークやサーバの管理、簡単な
Webアプリケーションの開発ができる。

【ネットワーク技術系】有線および無線通信
における情報伝送の仕組みと関連する技術を
学び、実社会で利用されている各種通信シス
テムの概要について理解する。

【アプリケーション系】ディジタルメディア
で扱う新しいコンテンツの実現を可能とする
能力を身につけ、コンピュータ上で2D・
3D画像や音楽・音声を用いた情報表現を行
える。

【情報セキュリティ系】暗号やユーザ認証な
ど情報セキュリティ基礎技術を身につけると
ともに、実社会で運用管理するための不正プ
ログラム対策・ネットワークセキュリティ対
策技術を修得し、セキュリティマネジメン
ト・法制度について理解する。

【ユニットプログラム】CGによるアニメー
ション制作に必要な技術とノウハウを修得
し、演出意図を的確に表現する映像コンテン
ツを制作できる基本的な知識とスキルを身に
つける。

【海外実習系】国際人としての感性を養い、
実践的な英語力、国際感覚を身につける。

2 年 次

解析学Ⅰ  3 微分方程式3

線形代数学3

確率統計S  2

情報ネットワークセミナー2
卒業研究6

ICT海外研修Ⅰ  2 ICT 海外研修Ⅱ  2

情報ネットワーク
導入ユニットⅠ  4

情報ネットワーク
導入ユニットⅡ  4

情報ネットワーク
基礎ユニットⅠ  4

情報ネットワーク
基礎ユニットⅡ  4

情報ネットワーク
コースユニット4

情報ネットワーク
応用ユニット4

【特別専攻プログラム】専門基礎及び専門科目
の講義を踏まえ、より高度な内容を演習形式で
学び、理解を深めることができる。また、コン
ピュータ科学の諸分野への見識を高め、興味
ある分野に関する具体的なテーマを設定し、セ
ミナー形式で課題の調査・研究・報告などの総
合的な学習を行うことにより、技術者・研究者と
して自らのアイデアで問題を解決する能力を
身につけることができる。

ICTスペシャリストセミナー2

ICT特別演習Ⅰ  1 ICT 特別演習Ⅱ  1 ICT 特別演習Ⅲ  1 ICT 特別演習Ⅳ  1 ICT 特別演習Ⅴ  1 ICT 特別演習Ⅵ  1

数理論理学2 離散数学 2

専門基礎導入科目 物理学分野 物理学 A  3

情報セキュリティマネジメント2情報セキュリティ概論2 情報セキュリティと法制度2 電子認証 2 ネットワークセキュリティ2

マルチメディア処理2 メディア表現工学2 ヒューマンインターフェース2 ソーシャルメディア技術2

通信工学 2 光通信技術2 モバイルネットワーク2

インターネットアプリケーション2 Web技術2 ネットワークプログラミング2 ネットワーク解析技法2

ネットワーク工学2情報ネットワーク概論2 インターネット技術2 ネットワークルーティング2 ネットワークインターフェース2

情報ネットワークリテラシー2 データベース2 分散処理 2ソフトウェア工学2

情報ネットワーク工学Ⅱ  2情報ネットワーク工学Ⅰ  2 情報理論 2

物理学 B  3 物理学 C  2 物理学 D  2

専門基礎導入科目 化学分野 化　学　A  2 化　学　B  2

専門基礎導入科目 生物学分野 ライフサイエンス  2

専門基礎導入科目
情報学部共通分野

情報と知的財産権2 実践的マーケティング論2 実践的マネジメント論2

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

【検定】

１年生特別専攻セミナーⅠ 1 １年生特別専攻セミナーⅡ 1 ２年生特別専攻セミナーⅠ 1 ２年生特別専攻セミナーⅡ 1

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択

初級情報技術者（検定）・セキュリティ情報技術者（検定）・                                                 基本情報技術者（検定）・ 応用情報技術者（検定）・高度情報技術者（検定）・ネットワーク技術者（検定）・システム構築技術者（検定）
　　　　　　　　　　　  応用ネットワーク技術者（検定）・                                                 高度ネットワーク技術者（検定）各2

情報とサイエンス2

情報と人間2

情報と文化2

情報とコミュニケーション2 実践情報技術者英語1
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情報学部　情報メディア学科 ［カリキュラムツリー］

専門基礎導入科目
数学分野

ヒューマンメディア　画像処理、映像処理な
どのヒューマンメディア技術とWeb技術を
はじめとする高度な情報処理を身につけ、メ
ディア技術に精通したエンジニアとしてのス
キルを身につける。

情報技術系　各種メディアコンテンツ制作で
共通的に必要とされるコンピュータをはじめ
とする基盤技術の基礎的な知識と、システム
構築に必要なハードウェアおよびソフトウェ
アを作成する基本的なスキルを身につける。

情報制作系　各種情報メディアで利用される
コンテンツやアプリケーションを制作するた
め共通的に必要とされる知識と、芸術的創造
性を発揮できる基礎的なスキルを身につける。

資格系　社会的に認められた資格取得に必要
な知識を身につける。

ユニットプログラム　情報メディアの各コー
スに関連する学習課題に対して実験や調査を
計画し実践することにより、プロジェクトの
進め方を修得するとともに授業で学習した知
識・技術の応用力を身につける。

海外実習系　ゲームソフトの制作やツールの
学習を通じて、国際人としての感性を養い、
実践的な英語力、国際感覚を身につける。

目的別プログラム　実在する情報メディアシ
ステムで利用できるアプリケーションやコン
テンツを制作する。具体的な目標の実現に必
要な知識やスキルの修得と、それらを実践し
て具体的な成果物を作成することで、自主
的、能動的な学習力と実践力を身につける。

2 年 次

基礎数学 2 微分積分学Ⅰ3 微分積分学Ⅱ3

線形代数学Ⅰ2 線形代数学Ⅱ2

卒業研究6
情報メディアセミナー2

I T 応用 2

海外情報メディア研修Ⅰ2 海外情報メディア研修Ⅱ2 海外情報メディア研修Ⅲ2

情報メディア
基盤ユニット 4

情報メディア
導入ユニット 4

情報メディア
基礎ユニットⅠ2

情報メディア
基礎ユニットⅡ2

情報メディア
専門ユニットⅠ3

情報メディア
専門ユニットⅡ3

数理論理学2 離散数学 2 数理統計学2

専門基礎導入科目
情報学部共通分野

プログラミングA 3 プログラミングB 3 ビジュアルシミュレーション 2

計算機構成論 2

I T 基礎  4 メディア・セキュリティ 2

メディアコンテンツ制作概論 2 コンテンツ文化論 2

グラフィックス基礎論 2 ディジタルデザイン 2 Web制作 2 情報メディアプロデュース論 ２

ビジュアルメディア　CG、映画、マンガな
どの制作に必要な基礎技術を修得するととも
に、様々なコンテンツで重要な役割をはたす
キャラクタに関しても理解を深める。体験的
な演習を通して、演出意図を的確に表現する
コンテンツを制作できる基本的な知識とスキ
ルを身につける。

ゲームメディア　ゲームに代表されるインタ
ラクティブコンテンツ制作の基礎教育と体験
的な演習を実施し、技術的な知識とインタラ
クティブコンテンツ制作に精通したゲーム業
界を含む幅広い分野で活躍できる人材として
の基本的な知識とスキルを身につける。

CGアニメーション 2CGデザイン 2

キャラクタ概論Ⅰ 2 キャラクタ概論Ⅱ 2 キャラクタ創作論 2 キャラクタ制作 2

サウンドメディア　音楽・音響の両分野に精
通し、他分野の音声・音響に関わる制作・編
集・音響システムを構築できる技術力とオペ
レーションスキル、また楽曲を制作する基本
的な知識とスキルを身につける。

音･音声の基礎と応用 2

音響学入門 2 音　楽　論 2 コンピュータ音楽制作 2 音響シミュレーション 2

フィジカルコンピューティング 2

メディアアート 2ゲームデザイン論 2 ゲームグラフィックス 2 ゲームプログラミング 2 

ゲームAI 2

マルチメディア入門2

Webシステム2

画像情報処理 2

ゲーム制作論 ２

映像メディアリテラシ2 画像認識システム 2 ヒューマンインタフェース 2

情報と知的財産権2 実践的マーケティング論2 実践的マネジメント論2

実践情報技術者英語1

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

：必修 ：選択

メディア技術者（検定）／初級情報技術者（検定）／                                                 基本情報技術者（検定）／応用情報技術者（検定）／高度情報技術者（検定） ／システム構築技術者（検定）各2

国際情報                                                 メディア実習　1

メディア                                                 実践講座　2

ゲームクリエータ特訓Ⅰ～Ⅳ 各 1

プロジェクト                                                 研究Ⅰ～Ⅵ 各 1

検　定

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

情報とサイエンス2

情報と人間2

情報と文化2

情報とコミュニケーション2
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情報学部　情報メディア学科［ ICT スペシャリスト特別専攻・カリキュラムツリー］

専門基礎導入科目
数学分野

【資格系】社会的に認められた資格取得に必要な知識
を身につける。

【ユニットプログラム】情報メディアの各コースに関
連する学習課題に対して実験や調査を計画し実践す
ることにより、プロジェクトの進め方を修得すると
ともに授業で学習した知識・技術の応用力を身につ
ける。

【海外実習系】ゲームソフトの制作やツールの学習を
通じて、国際人としての感性を養い、実践的な英語
力、国際感覚を身につける。

【目的別プログラム】実在する情報メディアシステム
で利用できるアプリケーションやコンテンツを制作す
る。具体的な目標の実現に必要な知識やスキルの修得
と、それらを実践して具体的な成果物を作成すること
で、自主的、能動的な学習力と実践力を身につける。

2 年 次

解析学Ⅰ  3 微分方程式3

線形代数学3

確率統計S  2

卒業研究6
情報メディアセミナー2

I T 応用 2

ICT海外研修Ⅰ  2 ICT 海外研修Ⅱ  2

情報メディア
基盤ユニット 4

情報メディア
導入ユニット 4

情報メディア
基礎ユニットⅠ  2

情報メディア
基礎ユニットⅡ  2

情報メディア
専門ユニットⅠ  3

情報メディア
専門ユニットⅡ  3

【特別専攻プログラム】専門基礎及び専門科目の講義を
踏まえ、より高度な内容を演習形式で学び、理解を深める
ことができる。また、コンピュータ科学の諸分野への見識
を高め、興味ある分野に関する具体的なテーマを設定し、
セミナー形式で課題の調査・研究・報告などの総合的な学
習を行うことにより、技術者・研究者として自らのアイデア
で問題を解決する能力を身につけることができる。

ICTスペシャリストセミナー2

ICT特別演習Ⅰ  1 ICT 特別演習Ⅱ  1 ICT 特別演習Ⅲ  1 ICT 特別演習Ⅳ  1 ICT 特別演習Ⅴ  1 ICT 特別演習Ⅵ  1

数理論理学2 離散数学 2

専門基礎導入科目 物理学分野 物理学 A  3 物理学 B  3 物理学 C  2 物理学 D  2

専門基礎導入科目 化学分野 化　学　A  2 化　学　B  2

専門基礎導入科目 生物学分野 ライフサイエンス  2

専門基礎導入科目
情報学部共通分野

情報と知的財産権2 実践的マーケティング論2 実践的マネジメント論2

実践情報技術者英語1

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

メディア技術者（検定）／初級情報技術者（検定）／                                                 基本情報技術者（検定）／応用情報技術者（検定）／高度情報技術者（検定）／システム構築技術者（検定） 各 2

国際情報                                                 メディア実習　1

メディア                                                 実践講座　2

ゲームクリエータ特訓Ⅰ～Ⅳ 各 1

【検定】

１年生特別専攻セミナーⅠ 1 １年生特別専攻セミナーⅡ 1 ２年生特別専攻セミナーⅠ 1 ２年生特別専攻セミナーⅡ 1

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択

情報とサイエンス2

情報と人間2

情報と文化2

情報とコミュニケーション2

ヒューマンメディア　画像処理、映像処理などの
ヒューマンメディア技術とWeb技術をはじめとする
高度な情報処理を身につけ、メディア技術に精通し
たエンジニアとしてのスキルを身につける。

情報技術系　各種メディアコンテンツ制作で共通的
に必要とされるコンピュータをはじめとする基盤技
術の基礎的な知識と、システム構築に必要なハード
ウェアおよびソフトウェアを作成する基本的なスキ
ルを身につける。

情報制作系　各種情報メディアで利用されるコンテ
ンツやアプリケーションを制作するため共通的に必
要とされる知識と、芸術的創造性を発揮できる基礎
的なスキルを身につける。

ビジュアルメディア　CG、映画、マンガなどの制作
に必要な基礎技術を修得するとともに、様々なコン
テンツで重要な役割をはたすキャラクタに関しても
理解を深める。体験的な演習を通して、演出意図を
的確に表現するコンテンツを制作できる基本的な知
識とスキルを身につける。

ゲームメディア　ゲームに代表されるインタラク
ティブコンテンツ制作の基礎教育と体験的な演習を
実施し、技術的な知識とインタラクティブコンテン
ツ制作に精通したゲーム業界を含む幅広い分野で活
躍できる人材としての基本的な知識とスキルを身に
つける。

サウンドメディア　音楽・音響の両分野に精通し、
他分野の音声・音響に関わる制作・編集・音響シス
テムを構築できる技術力とオペレーションスキル、
また楽曲を制作する基本的な知識とスキルを身につ
ける。

プログラミングA 3 プログラミングB 3 ビジュアルシミュレーション 2

計算機構成論 2

I T 基礎  4 メディア・セキュリティ 2

メディアコンテンツ制作概論 2 コンテンツ文化論 2

グラフィックス基礎論 2 ディジタルデザイン 2 Web制作 2 情報メディアプロデュース論 ２

CGアニメーション 2CGデザイン 2

キャラクタ概論Ⅰ 2 キャラクタ概論Ⅱ 2 キャラクタ創作論 2 キャラクタ制作 2

音･音声の基礎と応用 2

音響学入門 2 音　楽　論 2 コンピュータ音楽制作 2 音響シミュレーション 2

フィジカルコンピューティング 2

メディアアート 2ゲームデザイン論 2 ゲームグラフィックス 2 ゲームプログラミング 2

ゲームAI 2

マルチメディア入門2

Webシステム2

画像情報処理 2

ゲーム制作論 ２

映像メディアリテラシ2 画像認識システム 2 ヒューマンインタフェース 2

Ｐ
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創造工学部　自動車システム開発工学科（一般コース）［カリキュラムツリー］

2 年 次
科目群の学習・教育目標

1 年 次 4 年 次3 年 次

専門基礎導入科目
数学分野 微分積分学Ⅱ  3微分積分学Ⅰ 3 機械系数学2

基礎数学2

線形代数学Ⅰ 2 確率統計2線形代数学Ⅱ  2

基礎電気回路2 カーエレクトロニクス2

電気自動車システム工学 2

機械力学 2

卒業研究 6

材料力学2

プログラミング基礎 2

制御工学2

熱 力 学 2 応用熱力学2

流体力学 2

次世代自動車力学 2

自動車エンジン工学2

機構学 2

カーエアロダイナミクス2

次世代自動車動力 2

自動車用パワーエレクトロニクス 2

専門基礎導入科目
物理学分野

基礎力学Ⅱ  2・3基礎力学Ⅰ 2・3

基礎電気磁気学Ⅱ  2基礎電気磁気学Ⅰ 2

物理・化学ユニット
プログラム  3

自動車のための
情報・通信入門 2

自動車開発プロセス概論 2

基礎化学Ⅰ  2

熱・統計物理学  2 量子物理  2

専門基礎導入科目 化学分野

工学基礎を身に付け、その知識・能力を専門
科目に適用できる。

電気・電子回路の基礎を理解し、自動車の電
装や計測・制御、さらに電気自動車に応用で
きる。

自動制御理論を理解し、自動車のインテリ
ジェント化に応用できる。

データ解析と人工知能 2

ものづくりデザインの基礎 2製品の企画、開発の基礎を学び、統合した製
品開発ができる。

製品設計における設計力と製図能力を身に付
ける。さらに、その生産方法を理解する。

プログラミング能力およびコンピュータ関連
知識や技術を身に付け、自動車の制御や設
計・開発に応用できる。

自動車要素設計Ⅱ 2

自動車システム工学プロジェクトⅠ  2 自動車システム工学プロジェクトⅡ  2

自動車設計プロジェクト2 自動車開発プロジェクトⅠ 2 自動車開発プロジェクトⅡ 2

輪 講 2海外自動車工学研修2

座学で修得した知識･能力を実践を通じて応
用できる。自ら情報を入手し、問題を解決で
きる。柔軟な思考力、独創性を身につけ、組
織で活躍するためのコミュニケーション能力
や実践力を身につける。

自動車要素設計Ⅰ 2基礎製図  2

自動車工学概論 1

自動車開発のために必要とされる物理現象の
原理を理解し、自動車の設計・開発の場面で
応用できる。

次世代自動運転 2

次世代自動車安全 2

自動車システム工学
プロジェクト入門 2

材料強度力学 2

マルチボディダイナミクス  2

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択
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創造工学部　自動車システム開発工学科（教員養成コース）                                          ［カリキュラムツリー］

2 年 次
科目群の学習・教育目標

1 年 次 4 年 次3 年 次

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択

工業概論  2 工業科教育法Ⅰ 2

職業指導Ⅰ 1

工業科教育法Ⅱ 2

職業指導Ⅱ 1

教職科目群（高校／工業）
高校／工業の教員免許状を取得するために必
要な基礎知識を身につける。

教育コンテンツ開発実践 2教育パフォーマンス実践 2

教員研修                                                 実践　2

教職科目群
教師として必要な教材開発力、表現力およびコ
ミュニケーション力といった素養を身につける。

専門基礎導入科目
数学分野

微分積分学Ⅱ  3微分積分学Ⅰ 3 機械系数学2

線形代数学Ⅰ 2 確率統計2線形代数学Ⅱ  2

基礎電気回路2 カーエレクトロニクス2

電気自動車システム工学 2

機械力学 2

卒業研究 6

材料力学2

プログラミング基礎 2

制御工学2

熱 力 学 2 応用熱力学2

流体力学 2

次世代自動車力学 2

自動車エンジン工学2

機構学 2

カーエアロダイナミクス2

次世代自動車動力 2

自動車用パワーエレクトロニクス 2

専門基礎導入科目
物理学分野

基礎力学Ⅱ  2・3基礎力学Ⅰ 2・3

基礎電気磁気学Ⅱ  2基礎電気磁気学Ⅰ 2

物理・化学ユニット
プログラム  3

自動車のための
情報・通信入門 2

自動車開発プロセス概論 2

基礎化学Ⅰ  2

熱・統計物理学  2 量子物理  2

専門基礎導入科目 化学分野

工学基礎を身に付け、その知識・能力を専門
科目に適用できる。

電気・電子回路の基礎を理解し、自動車の電
装や計測・制御、さらに電気自動車に応用で
きる。

自動制御理論を理解し、自動車のインテリ
ジェント化に応用できる。

データ解析と人工知能 2

ものづくりデザインの基礎 2製品の企画、開発の基礎を学び、統合した製
品開発ができる。

製品設計における設計力と製図能力を身に付
ける。さらに、その生産方法を理解する。

プログラミング能力およびコンピュータ関連
知識や技術を身に付け、自動車の制御や設
計・開発に応用できる。

自動車要素設計Ⅱ 2

自動車システム工学プロジェクトⅠ  2 自動車システム工学プロジェクトⅡ  2

自動車設計プロジェクト2 自動車開発プロジェクトⅠ 2 自動車開発プロジェクトⅡ 2

輪 講 2海外自動車工学研修2

座学で修得した知識･能力を実践を通じて応
用できる。自ら情報を入手し、問題を解決で
きる。柔軟な思考力、独創性を身につけ、組
織で活躍するためのコミュニケーション能力
や実践力を身につける。

自動車要素設計Ⅰ 2基礎製図  2

自動車開発のために必要とされる物理現象の
原理を理解し、自動車の設計・開発の場面で
応用できる。

次世代自動運転 2

次世代自動車安全 2

自動車システム工学
プロジェクト入門 2

材料強度力学 2

マルチボディダイナミクス  2

自動車工学概論 1
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2 年 次
科目群の学習・教育目標

1 年 次 4 年 次3 年 次

専門基礎導入科目
数学分野

線形代数学3

ベクトル解析2 フーリエ解析2

物理学 D  2

微分積分学Ⅰ-d  3

確率統計S  2

物理学Ｂ  3

微分積分学Ⅱ-d  3 微分方程式3

基礎電気回路 2

自動車要素設計Ⅰ 2基礎製図 2

1年生特別専攻ゼミⅠ 1 1年生特別専攻ゼミⅡ 1 2年生特別専攻ゼミⅠ 1 2年生特別専攻ゼミⅡ 1

カーエレクトロニクス2

機械力学 2

卒業研究 6

材料力学 2

制御工学 2

熱 力 学 2

材料強度力学 2

マルチボディダイナミクス 2

応用熱力学 2

流体力学 2

自動車エンジン工学2

機構学 2

カーエアロダイナミクス  2

次世代自動車動力 2

専門基礎導入科目
物理学分野

物理学Ａ  3 物理学 C  2

振動と波動2物理・化学ユニット
プログラム  3

化　学　Ａ  2 化　学　B  2専門基礎導入科目 化学分野

専門基礎導入科目 生物学分野

電気・電子回路の基礎を理解し、自動車の電
装や計測・制御に応用できる。

自動制御理論を理解し、自動車のインテリ
ジェント化に応用できる。

自動車開発プロセス概論2製品の企画、開発の基礎を学び、統合した製
品開発ができる。

製品設計における設計力と製図能力を身につ
ける。さらに、その生産方法を理解する。

プログラミング能力およびコンピュータ関連
知識や技術を身に付け、自動車の制御や設
計・開発に応用できる。

輪 講 2

座学で修得した知識・能力を実践を通じて応
用できる。自ら情報を入手し、問題を解決で
きる。柔軟な思考力、独創性を身に付け、組
織で活躍するためのコミュニケーション能力
や実践力を身につける。

自動車開発のために必要とされる物理現象の
原理を理解し、自動車の設計・開発の場面で
応用できる。

ライフサイエンス2

次世代自動車力学2

自動車用パワーエレクトロ二クス 2

プログラミング基礎 2

自動車のための
情報・通信入門 2

自動車要素設計Ⅱ 2

次世代自動車
開発プロジェクトⅠ 2

次世代自動車
開発プロジェクトⅡ 2

次世代自動車
開発プロジェクトⅢ 2

次世代自動車
開発プロジェクトⅣ 2

次世代自動車
開発プロジェクトⅤ 2

海外自動車工学研修Ｓ 2

データ解析と人工知能 2

ものづくりデザインの基礎 2

次世代自動運転 2

創造工学部　自動車システム開発工学科［次世代自動車開発特別専攻・                           カリキュラムツリー］

熱・統計物理学  2 量子物理  2

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択

電気自動車システム工学 2

次世代自動車安全 2

自動車工学概論 1

Ｐ
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創造工学部　ロボット・メカトロニクス学科［カリキュラムツリー］

専門基礎導入科目
数学分野

2 年 次

基礎数学 2 微分積分学Ⅰ 3 微分積分学Ⅱ 3

線形代数学Ⅰ 2 線形代数学Ⅱ 2

設計製図  2応用力学  2

卒業研究 6
輪 講 2

基礎電気回路 2プログラミング 2

ロボット工学概論 2

ハードウェア記述言語 2

組み込み機器入門 2

Android 開発入門 2

組み込み機器設計 2

Android 開発実践 2

ロボットとAI 2

ロボットシミュレーション 2

ロボットビークル 2

メカトロニクス 2

情報通信技術 2

ロボット製品設計 2

ヒューマン・ロボット
インタラクション 2

MOS検定（WORD）・MOS検定（EXCEL）　各1／            　    　　　     　             初級情報処理技術者試験・基本情報処理技術者試験　各2　　　　　　　　　　　　　　　

海外創造                                                 工学研修 2

加齢と運動機能2生活ニーズと支援技術2 人間工学計測法2

人間工学 2

身体動作の科学2

認知行動科学論2

製品企画・マーケティング 2ものづくりデザインの基礎2 プロダクトデザイン開発 2

専門基礎導入科目
物理学分野

物理・化学ユニット3 振動と波動2

基礎力学Ⅰ 2 基礎力学Ⅱ 2

回路設計入門 2 アナログ回路 2 ディジタル回路 2 センサ工学 2

コンピュータアーキテクチャ 2 組み込みソフトウェア設計 2

ロボット運動学2

画像処理工学 2 知能情報処理 2

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

機械、電気・電子、情報、ロボット、組み込
みの各分野の基礎となる知識を身につける。

組み込み機器に関連した学修課題を解決する
過程を通して、機械、電気・電子、情報等の
要素技術を統合するスキルを修得し、システ
ム設計を行うことができる。

人間の心身機能、特性及び生活環境とのかか
わりを理解し、ロボット・生活支援機器の開
発に応用する。また、製品開発やそのマネジ
メントなど実践的スキルを身につける。

C A D  2

材料力学  2 流 れ 学 2

機 構 学 2

制御工学  2機械力学  2

ロボットの機構設計を行う際に必要となる機
械工学の知識を身につける。

ロボットの電装系設計を行う際に必要とな
る、電気・電子の知識を身につける。

ロボットの電装系設計を行う際に必要とな
る、情報工学の知識を身につける。

機械系、電気・電子系、情報系を組み合わ
せ、ロボットを設計、制御、各種実装を行う
上で必要となる知識を身につける。

ロボメカ基礎ユニットⅠ 4 ロボメカ基礎ユニットⅡ  4 ロボット開発設計ユニットⅠ  4 ロボット開発設計ユニットⅡ  4 ロボット開発設計ユニットⅢ  4 ロボット開発設計ユニットⅣ  4

　　  プロジェクト                                                 研究実践Ⅰ～Ⅵ   各 2

ロボットに関連した学修課題に対する計画、設
計・製作、評価する過程を通じて、製品開発の進
め方を修得するとともに、自らが開発したシステ
ムを他者に的確に説明するスキルを身につける。

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択

Ｐ
162

2022年度入学生 履修要綱 163Kanagawa Institute of Technology162

Ⅱ
専
門
教
育
に
関
す
る
こ
と

創
造
工
学
部
│
ロ
ボ
ッ
ト
・
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
学
科
［
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ツ
リ
ー
］



創造工学部　ロボット・メカトロニクス学科［教員養成コース・                                    カリキュラムツリー］

専門基礎導入科目
数学分野

2 年 次

基礎数学 2 微分積分学Ⅰ 3 微分積分学Ⅱ 3
線形代数学Ⅰ 2 線形代数学Ⅱ 2

設計製図  2応用力学  2

卒業研究 6
輪 講 2

基礎電気回路 2プログラミング 2
ロボット工学概論 2

ハードウェア記述言語 2
組み込み機器入門 2
Android 開発入門 2

組み込み機器設計 2
Android 開発実践 2

ロボットとAI 2

ロボットシミュレーション 2

ロボットビークル 2

メカトロニクス 2

情報通信技術 2

ロボット製品設計 2
ヒューマン・ロボット
インタラクション 2

MOS検定（WORD）・MOS検定（EXCEL）　各1／            　    　　　     　             初級情報処理技術者試験・基本情報処理技術者試験　各2　　　　　　　　　　　　　　　

海外創造                                                 工学研修 2

加齢と運動機能2生活ニーズと支援技術2 人間工学計測法2
人間工学 2
身体動作の科学2

認知行動科学論2
製品企画・マーケティング 2ものづくりデザインの基礎2 プロダクトデザイン開発 2

専門基礎導入科目
物理学分野

物理・化学ユニット3 振動と波動2
基礎力学Ⅰ 2 基礎力学Ⅱ 2

回路設計入門 2 アナログ回路 2 ディジタル回路 2 センサ工学 2

コンピュータアーキテクチャ 2 組み込みソフトウェア設計 2

ロボット運動学2

画像処理工学 2 知能情報処理 2

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

機械、電気・電子、情報、ロボット、組み込
みの各分野の基礎となる知識を身につける。

工業概論  2 工業科教育法Ⅰ 2
職業指導Ⅰ 1

工業科教育法Ⅱ 2
職業指導Ⅱ 1

教職科目群（高校／工業）
高校／工業の教員免許状を取得するために必
要な基礎知識を身につける。

教育コンテンツ開発実践 2教育パフォーマンス実践 2
ティーチャ                                                  ーズ実践　2

教職科目群（共通）
教師として必要な教材開発力、表現力およびコ
ミュニケーション力といった素養を身につける。

栽培概論  2 金属加工概論 2 木材加工概論 2
電気概論  2 機械概論  2 情報とコンピュータ概論 2

技術科教育法Ⅰ 2
環境・エネルギー 2

技術科教育法Ⅱ 2 技術科教育法Ⅲ 2 技術科教育法Ⅳ 2
エネルギーと

電力システム制御 2

教職科目群（中学／技術）
中学／技術の教員免許状を取得するために必
要な基礎知識を身につける。

組み込み機器に関連した学修課題を解決する
過程を通して、機械、電気・電子、情報等の
要素技術を統合するスキルを修得し、システ
ム設計を行うことができる。

人間の心身機能、特性及び生活環境とのかか
わりを理解し、ロボット・生活支援機器の開
発に応用する。また、製品開発やそのマネジ
メントなど実践的スキルを身につける。

C A D  2
材料力学  2 流 れ 学 2
機 構 学 2
制御工学  2機械力学  2

ロボットの機構設計を行う際に必要となる機
械工学の知識を身につける。

ロボットの電装系設計を行う際に必要とな
る、電気・電子の知識を身につける。

ロボットの電装系設計を行う際に必要とな
る、情報工学の知識を身につける。

機械系、電気・電子系、情報系を組み合わ
せ、ロボットを設計、制御、各種実装を行う
上で必要となる知識を身につける。

ロボメカ基礎ユニットⅠ 4 ロボメカ基礎ユニットⅡ  4 ロボット教材開発ユニットⅠ 4 ロボット教材開発ユニットⅡ 4 ロボット教材開発ユニットⅢ 4 ロボット教材開発ユニットⅣ 4
　　  プロジェクト                                                 研究実践Ⅰ～Ⅵ   各 2

ロボットに関連した学修課題に対する計画、設
計・製作、評価する過程を通じて、製品開発の進
め方を修得するとともに、自らが開発したシステ
ムを他者に的確に説明するスキルを身につける。

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択
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創造工学部　ロボット・メカトロニクス学科［ロボットクリエータ特別専攻・　　　　　　　　　 カリキュラムツリー］
：必修 ：選択必修 ：選択

2 年 次

卒業研究 6
輪 講 2

ハードウェア記述言語 2

組み込み機器入門 2

Android 開発入門 2

組み込み機器設計 2

Android 開発実践 2

ロボットとAI 2

ロボットシミュレーション 2

情報通信技術 2

ロボットビークル 2

メカトロニクス 2 ロボット製品設計 2

ヒューマン・ロボット
インタラクション 2

MOS検定（WORD）・MOS検定（EXCEL）　各1／            　    　　　     　             初級情報処理技術者試験・基本情報処理技術者試験　各2　　　　　　　　　　　　　　　

加齢と運動機能2
生活ニーズと支援技術2

人間工学計測法2

人間工学 2

身体動作の科学2

認知行動科学論2

製品企画・マーケティング 2ものづくりデザインの基礎2 プロダクトデザイン開発 2

アナログ回路 2基礎電気回路 2

応用力学  2

ディジタル回路 2

コンピュータアーキテクチャ 2プログラミング2 組み込みソフトウェア設計2 画像処理工学 2 知能情報処理 2

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

組み込み機器に関連した学修課題を解決する
過程を通して、機械、電気・電子、情報等の
要素技術を統合するスキルを修得し、システ
ム設計を行うことができる。

人間の心身機能、特性及び生活環境とのかか
わりを理解し、ロボット・生活支援機器の開
発に応用する。また、製品開発やそのマネジ
メントなど実践的スキルを身につける。

C A D  2

材料力学  2

機 構 学 2

流 れ 学 2

制御工学  2機械力学  2

ロボットの機構設計を行う際に必要となる機
械工学の知識を身につける。

ロボットの電装系設計を行う際に必要とな
る、電気・電子の知識を身につける。

ロボットの電装系設計を行う際に必要とな
る、情報工学の知識を身につける。

機械系、電気・電子系、情報系を組み合わ
せ、ロボットを設計、制御、各種実装を行う
上で必要となる知識を身につける。

ロボメカ基礎ユニットⅠ 4 ロボメカ基礎ユニットⅡ  4 ロボット開発設計ユニットⅠ  4 ロボット開発設計ユニットⅡ  4 ロボット開発設計ユニットⅢ  4 ロボット開発設計ユニットⅣ  4

　　  プロジェクト                                                 研究実践Ⅰ～Ⅵ   各 2

ロボットに関連した学修課題に対する計画、設
計・製作、評価する過程を通じて、製品開発の進
め方を修得するとともに、自らが開発したシステ
ムを他者に的確に説明するスキルを身につける。

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

専門基礎導入科目
数学分野

化学B 2

解析学Ⅰ3

ベクトル解析2

化学A 2

微分方程式3

離散数学 2

フーリエ解析 2

確率統計S 2

線形代数学3

専門基礎導入科目
物理学分野

専門基礎導入科目　化学分野

ライフサイエンス 2専門基礎導入科目　生物学分野

物理学A 3 物理学B 3

振動と波動 2

物理学C 2 物理学D 2

ロボットクリエータ養成ゼミⅠ 1 ロボットクリエータ養成ゼミⅡ 1 ロボットクリエータ養成ゼミⅢ 1 ロボットクリエータ養成ゼミⅣ 1 ロボットクリエータ養成ゼミⅤ 1 ロボットクリエータ養成ゼミⅥ 1

特別専攻海外創造工学研修 2

アドバンストロボティクス　2 ロボットイン　　　　　　　　　　　　　　　　 テリジェンス　2

特別プログラム［特別専攻］　専門基礎および専
門科目の講義を踏まえ、ロボットの設計および製
作に必要な実践的な知識や技術、応用能力を身に
つける。また、自ら問題点を発見し、論理的な思
考で解決することができ、他者と協力して問題解
決をはかることができる力を身につける。

次世代ロボット開発Ⅱ
 （ロボット電子要素技術）2

次世代ロボット開発Ⅲ
（ロボット制御技術）2

次世代ロボット開発Ⅳ
（ロボット通信技術）2

次世代ロボット開発Ⅴ
（自立ロボット技術）2

次世代ロボット開発Ⅵ
（ロボット知能化技術）2

次世代ロボット開発Ⅰ
（ロボット機械要素技術）2

ネットワークロボティックス　2

ロボット運動学2

Ｐ
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創造工学部　ホームエレクトロニクス開発学科 ［一般コース・カリキュ                           ラムツリー］

専門基礎導入科目
数学分野

エレクトロニクス系　電気電子回路の基礎を
理解し、その応用である計測技術を修得す
る。修得した回路技術をもとに基本的な電子
回路の設計や実装ができる。

家電系（製品技術系）・電気設備系
エレクトロニクス、電気設備やICT系の学習
を基礎に、電気エネルギーに関する創エネ・
省エネ・畜エネに関する技術や生活家電製品
やデジタル家電、ネットワーク家電、ロボッ
ト家電などの仕組みを理解し、モノづくりに
生かすことができる。

デザイン系　ものづくりデザインに関する知
識や技術を学び、コンピュータを活用して2
次元や3次元の製品のデザインが表現でき
る。

ユニットプログラム系　学修した専門に関す
る知識やスキルを深め、ものづくりを通して
実践的な技術やスキルをマスターし、問題発
見、解決力や企画・デザイン等総合的な学習
力を身につける。また、コミュニケーション
やチームワーク力等の社会人基礎力を身につ
ける。

ICT系　コンピュータや情報通信の基礎を修
得し、C言語やLabVIEW等のプログラム言
語をもちいて、基本的な組み込みシステムの
構築ができる。

2 年 次

基礎数学 2 微分積分学Ⅰ 3

電気電子数学3

電気電子回路Ⅱ 3 電気電子回路Ⅲ 3

センサと計測技術 3

ホームエレクトロニクス 2

スマートハウスと製図 2

家電製品と電気法規 2

情報リテラシー 2
情報技術の基礎 2

Ｃ言語プログラム 2

家電製品と組込み技術 2

メカトロニクスの基礎 2

ロボット家電と制御2

電気電子工学 2 電気電子
回路設計 3

スポーツと電気設備 2

健康・美容
家電設計 3

電気電子回路Ⅰ 3

ものづくり
プロジェクトⅡ 2

企業連携
プロジェクト入門 2

ものづくり
プロジェクトⅠ 2

エレクトロニクス
入門講座 2

企業連携
プロジェクトⅠ 3

企業連携
プロジェクトⅡ 3

スポーツ科学
プロジェクト入門 2

スポーツ科学
プロジェクトⅠ 3

スポーツ科学
プロジェクトⅡ 3

スマートハウスと
エネルギー管理 2

エネルギー
マネージメント 2

電気屋内配線設計Ⅰ 2
（2年前期または3年前期）

健康スポーツと
組込み技術 2

プロダクトデザインと
3D CAD 2

デジタル音響機器と
信号処理 2

ものづくりデザインの基礎 ２

海外創造工学研修 2

高圧電気工事技術（座学） ／高圧電気工事技術（実技） ／                                      ものづくりチャレンジプロジェクト／企業連携学習　各2（集中講座）

（資格取得による単位認定）家電技術者検定Ⅰ・Ⅱ／家電情報技術者                                      検定Ⅰ・Ⅱ／電験三種支援講座／ LabVIEWアカデミー検定　各2

（集中講座による単位認定）マイコン回路設計講座／                                      LabVIEW特訓講座／ロボットプログラム制御の基礎　各2

専門基礎導入科目
物理学分野

基礎力学Ⅰ 3 基礎力学Ⅱ 3 振動と波動 2

物理・化学ユニット
プログラム ３

量子物理 2

基礎化学Ⅰ 2

基礎生物学 2

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

専門基礎導入科目 化学分野

専門基礎導入科目 生物学分野

環境・エネルギー2

卒業研究 6

卒業制作プロジェクト 6

ホームエレクトロニクス開発ゼミ 2

特別専攻科目
情報通信技術とその応用 2

FPGA設計講座 2

環境・エネルギー 2

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択

基礎電気磁気学Ⅰ 2 基礎電気磁気学Ⅱ-ｂ 2

電気屋内
配線設計Ⅱ 2 
2 年後期
または
3年後期

Ｐ
182

2022年度入学生 履修要綱 183Kanagawa Institute of Technology182

Ⅱ
専
門
教
育
に
関
す
る
こ
と

創
造
工
学
部
│
ホ
ー
ム
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
開
発
学
科
［
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ツ
リ
ー
］



創造工学部　ホームエレクトロニクス開発学科 ［健康スポーツコース・                            カリキュラムツリー］

専門基礎導入科目
数学分野

エレクトロニクス系　電気電子回路の基礎を
理解し、その応用である計測技術を修得す
る。修得した回路技術をもとに基本的な電子
回路の設計や実装ができる。

家電系（製品技術系）・電気設備系
エレクトロニクス、電気設備やICT系の学習
を基礎に、電気エネルギーに関する創エネ・
省エネ・畜エネに関する技術や生活家電製品
やデジタル家電、ネットワーク家電、ロボッ
ト家電などの仕組みを理解し、モノづくりに
生かすことができる。

デザイン系　ものづくりデザインに関する知
識や技術を学び、コンピュータを活用して2
次元や3次元の製品のデザインが表現でき
る。

ユニットプログラム系　学修した専門に関す
る知識やスキルを深め、ものづくりを通して
実践的な技術やスキルをマスターし、問題発
見、解決力や企画・デザイン等総合的な学習
力を身につける。また、コミュニケーション
やチームワーク力等の社会人基礎力を身につ
ける。

ICT系　コンピュータや情報通信の基礎を修
得し、C言語やLabVIEW等のプログラム言
語をもちいて、基本的な組み込みシステムの
構築ができる。

2 年 次

基礎数学 2 微分積分学Ⅰ 3

電気電子数学3

電気電子回路Ⅱ 3 電気電子回路Ⅲ 3

スマートハウスと製図 2

家電製品と電気法規 2

情報リテラシー 2
情報技術の基礎 2

Ｃ言語プログラム 2

メカトロニクスの基礎 2

ロボット家電と制御2

スポーツと電気設備 2

健康・美容
家電設計 3電気電子回路Ⅰ 3

ものづくり
プロジェクトⅡ 2

ものづくり
プロジェクトⅠ 2

エレクトロニクス
入門講座 2

スポーツ科学
プロジェクト入門 2

スポーツ科学
プロジェクトⅠ 3

スポーツ科学
プロジェクトⅡ 3

電気屋内配線設計Ⅰ 2
（2年前期または3年前期）

健康スポーツと
組込み技術 2

プロダクトデザインと
3D CAD 2

ものづくりデザインの基礎 2

海外創造工学研修 2

高圧電気工事技術（座学）／高圧電気工事技術（実技）／                                      ものづくりチャレンジプロジェクト／企業連携学習　各2（集中講座）

（資格取得による単位認定）家電技術者検定Ⅰ・Ⅱ／家電情報技術者                                      検定Ⅰ・Ⅱ／電験三種支援講座／ LabVIEWアカデミー検定　各2

（集中講座による単位認定）マイコン回路設計講座／                                      LabVIEW特訓講座／ロボットプログラム制御の基礎　各2

専門基礎導入科目
物理学分野

基礎力学Ⅰ 3 基礎力学Ⅱ 3 振動と波動 2

物理・化学ユニット
プログラム ３

量子物理 2

基礎化学Ⅰ 2

基礎生物学 2

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

専門基礎導入科目 化学分野

専門基礎導入科目 生物学分野

卒業研究 6

卒業制作プロジェクト 6

ホームエレクトロニクス開発ゼミ 2

特別専攻科目
情報通信技術とその応用 2

FPGA設計講座 2

環境・エネルギー 2

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択

基礎電気磁気学Ⅰ 2 基礎電気磁気学Ⅱ-ｂ 2

電気屋内
配線設計Ⅱ 2 
2 年後期
または
3年後期

センサと計測技術 3

デジタル音響機器と
信号処理 2

Ｐ
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2 年 次
科目群の学習・教育目標

1 年 次 4 年 次3 年 次

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択
創造工学部　ホームエレクトロニクス開発学科 ［教員養成コース・カリ                           キュラムツリー］

専門基礎導入科目
数学分野

エレクトロニクス系　電気電子回路の基礎を
理解し、その応用である計測技術を修得す
る。修得した回路技術をもとに基本的な電子
回路の設計や実装ができる。

家電系（製品技術系）・電気設備系　エレク
トロニクス、電気設備やICT系の学習を基礎
に、電気エネルギーに関する創エネ・省エ
ネ・畜エネに関する技術や生活家電製品やデ
ジタル家電、ネットワーク家電、ロボット家
電などの仕組みを理解し、モノづくりに生か
すことができる。

デザイン系　ものづくりデザインに関する知
識や技術を学び、コンピュータを活用して２
次元や３次元の製品のデザインが表現でき
る。

ユニットプログラム系　学修した専門に関す
る知識やスキルを深め、ものづくりを通して
実践的な技術やスキルをマスターし、問題発
見、解決力や企画・デザイン等総合的な学習
力を身につける。また、コミュニケーション
やチームワーク力等の社会人基礎力を身につ
ける。教育に関わるテーマを実践することで
自ら教材を開発、教育手法を生み出す能力を
身につける。

ICT系　コンピュータや情報通信の基礎を修
得し、C言語やLabVIEW等のプログラム言
語をもちいて、基本的な組み込みシステムの
構築ができる。

基礎数学 2 微分積分学Ⅰ 3

電気電子数学 3

電気電子回路Ⅱ 3 電気電子回路Ⅲ 3

センサと計測技術 3

ホームエレクトロニクス 2

スマートハウスと製図 2

家電製品と電気法規 2

情報リテラシー 2

情報技術の基礎 2

Ｃ言語プログラム 2

家電製品と組込み技術 2

メカトロニクスの基礎 2

ロボット家電と制御 2

電気電子工学 2 電気電子回路設計 3電気電子回路Ⅰ 3

ものづくり
プロジェクトⅡ 2

企業連携
プロジェクト入門 2

ものづくり
プロジェクトⅠ 2

エレクトロニクス
入門講座 2

企業連携
プロジェクトⅠ 3

企業連携
プロジェクトⅡ 3

スマートハウスと
エネルギー管理 2

プロダクトデザインと
3D CAD 2

デジタル音響機器と
信号処理 2

ものづくりデザインの基礎 2

海外創造工学研修2

ものづくりチャレンジプロジェクト／                                      企業連携学習　各2（集中講座）

（資格取得による単位認定）家電技術者検定Ⅰ・Ⅱ／                                      家電情報技術者検定Ⅰ・Ⅱ／電験三種支援講座／ LabVIEWアカデミー検定　各2

（集中講座による単位認定）教職インターンシップ／高圧電気工事技術（座学）／                                      高圧電気工事技術（実技）／マイコン回路設計講座／ LabVIEW特訓講座／ロボットプログラム制御の基礎　各2

専門基礎導入科目
物理学分野

基礎力学Ⅰ 3

金属加工概論2

電気概論 2

栽培概論 2

技術科教育法Ⅰ 2 技術科教育法Ⅱ 2

教育コンテンツ開発実践 2教育パフォーマンス実践 2

技術科教育法Ⅲ 2 技術科教育法Ⅳ 2

木材加工概論 2

工業概論 2

機械概論 2

情報とコンピュータ概論 2

職業指導Ⅰ 1

工業科教育法Ⅰ 2

職業指導Ⅱ 1

工業科教育法Ⅱ 2

基礎力学Ⅱ 3 振動と波動 2

物理・化学ユニット
プログラム 3

量子物理 2

基礎化学Ⅰ 2

基礎生物学 2

専門基礎導入科目 化学分野

専門基礎導入科目 生物学分野

環境・エネルギー 2

卒業研究 6

卒業制作プロジェクト 6

特別専攻科目
情報通信技術とその応用 2

FPGA設計講座 2

基礎電磁気学Ⅰ 2 基礎電磁気学Ⅱ-b 2

（中学／技術）系

（高校／工業）系

教職系
中学／技術、高校
／工業の教員に不
可欠な技術系教科
の基礎・スキルを
マスターする。ま
た、教材開発や教
育方法を自ら作成
できる能力を身に
つける。

：中学／技術必修 ：高校／工業必修
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スマートハウスと
エネルギー管理2

創造工学部　ホームエレクトロニクス開発学科［電気電子特別専攻・ 　　　                        カリキュラムツリー］

専門基礎導入科目
数学分野

専門基礎導入科目
物理学分野

2 年 次

電気電子回路Ⅲ  3 センサと計測技術3

電気磁気学Ⅰ 3 電気磁気学Ⅱ 3

環境・エネルギー2

電気電子回路Ⅱ  3電気電子回路Ⅰ  3

ものづくりデザインの基礎2

エレクトロニクス入門講座2 ものづくりプロジェクトⅡ 2ものづくりプロジェクトⅠ 2

ロボット家電と制御2メカトロニクスの基礎2家電製品と
組込み技術2

C言語プログラム2

１年生特別専攻ゼミⅠ 1 １年生特別専攻ゼミⅡ 1 2年生特別専攻ゼミⅠ 1 2年生特別専攻ゼミⅡ 1

家電製品と電気法規2

量子物理 2

回路解析Ⅰ 3 回路解析Ⅱ 3

ホームエレクトロニクス2

電気電子回路設計  3

電気電子工学  2

特別専攻海外研修3

デジタル音響機器と
信号処理2

情報通信技術と
その応用2

専門基礎導入科目 化学分野

専門基礎導入科目 生物学分野

情報系  コンピュータやネットワークの仕組
みを理解でき、プログラム言語や組み込み技
術をマスターし、ハードウエア技術を修得す
るとともに、家電を含めた電気電子機器の制
御を行うことができる。

デザインと商品開発   工業製品のデザインに
関する基礎知識を学び、コンピュータ上で2
次元や3次元の簡単な製品のデザインを表現
することができる。

機構材料系   家電を含めた電気電子機器にお
ける機構、材料、熱や流体に関する基礎的な
知識を身につけ、電気電子技術や情報技術を
修得するとともに、電気電子機器の全体性能
を把握できる。

ユニットプログラム・特別ゼミ・海外研修   
自然科学や専門に関する知識を深め、実践的な
技術やスキルをマスターし、問題発見、解決力
や企画・デザイン等総合的な学習力を身につけ
る。また、コミュニケーション力や協調力等の
社会人基礎力を身につける。また、実践的なプ
ロジェクトや海外での実習体験を通してグロー
バルな物の考え方を身につける。

電気電子系   電気電子工学に関する基礎を理
解でき、それを応用する計測制御、信号処
理、照明に関するハードウエア技術等を身に
つける。また発展的な（高度な）電気電子工
学理論を学習することができる。

情報リテラシー2 情報技術の基礎2

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

スマートハウスと製図2

解析学Ⅰ  3

線形代数学 3 確率統計S  2

微分方程式3

電気電子数学3

物理学 A  3 物理学 B  3 物理学 C  2

物理・化学
ユニット 3 振動と波動2

物理学 D  2

化  学  A  2

ライフサイエンス  2

化  学  B  2

企業連携
プロジェクトⅡ  3

企業連携
プロジェクトⅠ  3

企業連携
プロジェクト入門2

プロダクトデザインと
3D CAD 2

（資格取得による単位認定）家電技術者検定Ⅰ・Ⅱ／                                                家電情報技術者検定Ⅰ・Ⅱ／ LabVIEWアカデミー検定／電験三種支援講座　各2

              （集中講座による単位認定）高圧電気工事技術（座学）／                                                高圧電気工事技術（実技）／ものづくりチャレンジプロジェクト／企業連携学習／マイコン回路設計講座／
　　　　　　　　　　　　　　　　　     　LabVIEW特訓講座／                                                FPGA設計講座　各2／ロボットプログラム制御の基礎1

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択

卒業研究 6
ホームエレクトロニクス開発ゼミ　2
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応用バイオ科学部　応用バイオ科学科　応用バイオコース ［カリキュラ　　　　　　　　　 ムツリー］

生命現象を分子レベルで理解し、生物の概念
を説明できるとともに、その機能を用いたバ
イオ技術を修得できる。

バイオ科学の基盤技術（主に物理化学）を理
解しその応用と意義を説明できる。

生物を構成する物質とその機能を説明できる。

2 年 次

基礎化学Ⅰ  2 基礎化学Ⅱ  2

地学概論Ⅰ  2

地学概論Ⅱ  2

物理・化学ユニット3

基礎力学Ⅰ  2 基礎力学Ⅱ  2 基礎電磁気学Ⅰ  2

生命科学Ⅰ  2 生命科学Ⅱ  2

微生物学 2 細胞生物学2

分子生物学2 植物科学 2

応用微生物学2 植物バイオテクノロジー2
動物バイオテクノロジー2

生物工学 2

機器分析特別実験 2

遺伝子工学2

バイオ工学基礎1 バイオ物理化学Ⅰ  2 バイオ物理化学Ⅱ  2 バイオ機器分析ユニット4 機器分析実験2

卒業研究 6
輪 講 2バイオ科学に関する現象を理解するための実験

を自らデザインし成果を表現することができる。 バイオ基礎ユニット3 食品化学・微生物学実験2 生化学実験2 応用バイオ科学実験2

バイオ科学の情報を収集・整理し利用するこ
とができる。 情報リテラシー2 バイオインフォマティクス2 先端バイオ科学2

有機化学 2

生化学入門2 生物有機化学2

化学・生物学基礎ユニット4 分析化学 2

生化学Ⅰ  2 生化学Ⅱ  2 高分子科学2

生物無機化学2

生命を構成する物質とその機能および分子レ
ベルでの生命現象の理解や物理化学を主とす
る基盤技術等を基礎として、生命科学におけ
る「医薬・ライフサイエンス」「食品・植物
科学」「環境・微生物学」に関する知識を身
につけることができる。

化粧品科学2環境保全学2

環境工学 2環境科学 2公衆衛生学2

生理活性物質化学2

脳　科　学2

食品工学 2

病態薬理学2

免疫化学 2

基礎医学 2

食品分析学2食品衛生学2食品機能化学2

食品加工学2

オプショナルプログラム
バイオ技術者としての総合力や国際性を有し
たコミュニケーション力などの能力を身につ
けることができる。

海外バイオ研修Ⅰ  2

国際コミュニティ
バイオ英語Ⅱ  1バイオ特別実験1 国際コミュニティ

バイオ英語Ⅰ  1

海外バイオ研修Ⅱ  4

分子栄養学2

バイオ総合演習Ⅰ  1 バイオ総合演習Ⅱ  1

バイオ製品科学2

課題研究Ⅰ  1

課題研究Ⅱ  1

バイオ技術者中級（検定） ・バイオ技術者上級（検定） 各 2 化粧品成分検定（検定）1 基本情報技術者（検定）2

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

専門基礎導入科目 化学分野

専門基礎導入科目 地学分野

専門基礎導入科目
物理学分野

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択

生命有機化学Ⅰ 2
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応用バイオ科学部　応用バイオ科学科　生命科学コース ［カリキュラム　　　　　　　　　 ツリー］

情報・物理系　生命現象を、情報科学や物理
学の視点から捉える素養を身につけることが
できる。

生物系　生命現象とその仕組みを、細胞・組
織レベルで理解するための体系的な知識を身
につけることができる。

2 年 次

基礎力学Ⅰ  2 基礎力学Ⅱ  2

基礎化学Ⅰ  2 基礎化学Ⅱ  2

微分・積分学Ⅰ  3

地学概論Ⅱ  2

地学概論Ⅰ  2

物理・化学ユニット
プログラム 3

基礎電磁気学Ⅰ  2

情報リテラシー 2 生物統計学基礎 2

バイオ物理化学Ⅰ  2

データサイエンス
プログラミング入門 2

バイオ物理化学Ⅱ  2

統計データ解析基礎 2

生命物理化学  2

経　済　学 2

神経生物学 2 脳　科　学 2

バイオインフォマティクス 2

AI とデータサイエンス 2

中級 IT 国家資格取得
支援講義 2

進化生態学 2

発生生物学 2基礎医学 2

生命科学Ⅰ  2 生命科学Ⅱ  2 細胞生物学 2

微生物学 2 進化生物学Ⅰ  2 進化生物学Ⅱ  2

発生生物学基礎 2

免疫化学 2

化学系　生命現象とその仕組みを、分子レベ
ルで理解するための体系的な知識を身につけ
ることができる。

生命有機化学Ⅱ  2生命有機化学Ⅰ  2有機化学 2 生物有機化学 2

生物無機化学 2 生化学Ⅰ  2 生化学Ⅱ  2

分子生物学 2

高分子科学 2

実習・演習系　生命現象を理解するために必
要な技術手法を身につけることができる。ま
た、生命現象を理解するための実験を自らデ
ザインし成果を表現することができる。

食品化学・微生物学実験 2

初年次ゼミナール 1

生命科学ユニット 4生命科学実験Ⅰ  2

生物科学演習 1

研究実践ゼミナール 1

生命化学演習 1

生命科学実験Ⅱ  2
卒業研究 6
輪 講 2

海外バイオ研修Ⅰ  2

バイオ製品科学 2

化学・生物学基礎ユニット 4 生命科学基礎ユニット 4

発展プログラム
生命現象をどのような視点で捉えるかを学生
自身が目標設定し、それにあわせて科目を選
択する。これにより、生命現象を多面的に理
解するための専門知識を身につけることがで
きる。

オプショナルプログラム
生命科学分野の技術者に求められる総合力や
コミュニケーション力を身につけることがで
きる。

海洋生物学 2

食品機能化学 2

植物バイオテクノロジー 2
食品加工学 2

エンジニアリング・デザインと
模倣技術  2

化粧品科学 2

遺伝子工学 2

植物科学 2

海外バイオ研修Ⅱ  4

バイオ特別実験 1 国際コミュニティ
バイオ英語Ⅰ  1

国際コミュニティ
バイオ英語Ⅱ  1

科学技術英語Ⅱ  1

課題研究Ⅰ  1 課題研究Ⅱ  1

バイオ技術者中級（検定）・バイオ技術者上級（検定）各2 化粧品成分検定（検定）1　　基本情報技術者（検定）2

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

専門基礎導入科目　化学分野

専門基礎導入科目　数学分野

専門基礎導入科目
物理学分野

専門基礎導入科目
地学分野

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択 ：共通基盤科目
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応用バイオ科学部　応用バイオ科学科 ［医生命科学特別専攻・カリキュラ                         ムツリー］

生命現象を分子レベルで理解し、生物の概念
を説明できるとともに、その機能を用いたバ
イオ技術を修得できる。

医学・薬学を工学分野と融合するために必要
となる知識を修得できる。

生物を構成する物質とその機能を説明できる。

2 年 次

解析学Ⅰ  3 微分方程式3

確率統計S  2

化　学　A  2 化　学　B  2

ライフサイエンス  2

情報リテラシー2

地学概論Ⅰ  2

地学概論Ⅱ  2

物理・化学ユニット
プログラム  3

物理学 A  3 物理学 B  3 物理学 C  2 物理学 D  2

生命科学Ⅰ  2 生命科学Ⅱ  2

微生物学 2 細胞生物学2

分子生物学2

応用微生物学2 動物バイオテクノロジー2植物バイオテクノロジー2

生物工学 2遺伝子工学2

バイオ工学基礎1 バイオ物理化学Ⅰ  2 バイオ物理化学Ⅱ  2 バイオ機器分析ユニット4 機器分析実験2

卒業研究 6
輪 講 2

バイオ科学に関する現象を理解するための実験
を自らデザインし成果を表現することができる。

医生命科学の情報を収集・整理し利用するこ
とができる。

バイオ基礎ユニット3 食品化学・微生物学実験2 生化学実験2

生　理　学2医科学概論2 基礎医学 2

応用バイオ科学実験2

機器分析特別実験　2

医生命科学に関する基礎的な知識および技術
を修得し、医薬、生物、化学、工学などの分
野と結び付けて理解することができる。

有機化学 2

3年生特別専攻ゼミ1

生化学入門2

生物有機化学2

化学・生物学基礎実験2

分析化学 2 有機反応化学2 医薬品合成化学2

生化学Ⅰ  2 生化学Ⅱ  2 高分子科学2

生物無機化学2

病態薬理学2 生理活性物質化学2

薬　理　学2 生命機能材料化学2 化粧品科学2

免疫化学 2

オプショナルプログラム
バイオ技術者としての総合力や国際性を有し
たコミュニケーション力などの能力を身につ
けることができる。

海外バイオ研修Ⅰ  2

国際コミュニティ
バイオ英語Ⅱ  1

特別専攻海外研修  2バイオ特別実験1

国際コミュニティ
バイオ英語Ⅰ  1 海外バイオ研修Ⅱ  4

バイオ総合演習Ⅰ  1 バイオ総合演習Ⅱ  1

先端バイオ科学2

バイオ製品科学2

食品機能化学2

バイオインフォ
マティクス2

公衆衛生学2

バイオ技術者中級（検定）・バイオ技術者上級（検定） 各 2 化粧品成分検定（検定）1 基本情報技術者（検定）2

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

専門基礎導入科目 数学分野

専門基礎導入科目 化学分野

専門基礎導入科目 地学分野

専門基礎導入科目 生物分野

専門基礎導入科目
物理学分野

１年生特別専攻ゼミⅠ 1 １年生特別専攻ゼミⅡ 1 ２年生特別専攻ゼミⅠ 1 ２年生特別専攻ゼミⅡ 1

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択必修 ：選択

Ｐ
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公衆衛生看護管理論

公衆衛生看護学実習

形態機能学Ⅰ
（運動器・神経系）

形態機能学Ⅱ
（循環器・内蔵系）

感染免疫学

看護のための数学基礎

看護のための生物・化学基礎 社会福祉学 保健統計学Ⅰ

看護学概論 看護倫理

看護技術総論

生活援助技術Ⅰ

早期体験実習

生活援助技術Ⅱ

ヘルスアセスメント

コミュニケーション論

発達心理学

健康教育

地域看護論

診療の補助技術

看護過程

基礎看護学実習看護のための人間工学

病態生理学

疾病治療学Ⅰ
（呼吸器）

疾病治療学Ⅱ
（循環器）

疾病治療学Ⅲ
（消化器）

疾病治療学Ⅳ
（血液・内分泌・免疫）

疾病治療学Ⅴ
（脳神経･筋･骨格･感覚器）

成人看護援助論
（慢性期）

成人看護援助論
（急性期）

成人看護援助論
（終末期）

成人看護活動論
（看護過程）

成人看護活動論
（成人看護技術）

成人看護学実習Ⅰ
（慢性期）

成人看護学実習Ⅱ
（急性期）

疾病治療学Ⅵ
（腎・泌尿器・生殖器）

疾病治療学Ⅶ
（精神・老年）

疾病治療学Ⅷ
（母性・小児）

臨床薬理学

公衆衛生看護学概論

公衆衛生学

臨床栄養学

地域・在宅看護学概論

老年看護活動論老年看護援助論

老年看護学実習Ⅰ
（地域）

小児看護学概論

小児看護学実習Ⅰ
（発達援助）

小児看護学実習Ⅱ
（療養）

老年看護学実習Ⅱ
（病院）

母性看護学概論

精神看護学概論

看護セルフマネジメント論

小児看護援助論

母性看護援助論

精神看護援助論

小児看護活動論

母性看護活動論

精神看護活動論

実践総合演習（OSCE)

看護と医療機器

医療安全学

家族看護学

災害看護学

看護管理学

災害看護活動論

トップマネジメント論

インタープロフェッショナル
ワーク論

看護統合実習

看護研究Ⅰ

看護研究Ⅱ

公衆衛生看護援助論

産業・学校看護学実習

公衆衛生看護活動論

学校看護学

産業看護学

国際看護学

看護キャリアマネジメント論

母性看護学実習

精神看護学実習

老年看護学概論

地域・在宅看護援助論 地域・在宅看護活動論

地域・在宅看護学実習

成人看護学概論

疫学Ⅰ 疫学Ⅱ

保健医療福祉行政論

保健統計学Ⅱ

健康医療科学部　看護学科 ［カリキュラムツリー］

【人体の構造機能・疾病と回復促進】【健康支援
と社会保障制度】に関する専門基礎知識を学び、
健康・疾病・障害に関する観察力と判断力、健康
や障害の状態に応じた社会資源を活用するための
基本概念や関係制度についての知識を修得する。

【看護の基本】に関する専門知識を学び、看護の
対象および目的についての理解と、健康や障害の
状態に応じた看護を実践するための基本的な知識
と能力を身につける。

【人間の発達段階と看護活動】では、健康の保
持・増進及び疾病の予防に関する看護の方法を学
ぶとともに、成長発達段階を深く理解し、様々な
健康状態にある人々及び多様な場で看護を必要と
する人々に対する看護の方法を学ぶ。

【地域における看護援助】では、地域で生活する
人々とその家族を理解し、地域における様々な場
での看護の基礎を学ぶ。

【看護研究】では、看護学研究に関する思考力と
創造性を滋養し、看護学の進歩に即応しつつ、将
来的には高度な知識や技術を有した看護師となる
基礎力を身につける。

【公衆衛生看護学】では、個人・家族・集団・組織を
含むコミュニティ及び地域を構成する人々の健康増
進や改善に関する基本的な考え方を学ぶ。

2 年 次
科目群の学習・教育目標

1 年 次 4 年 次3 年 次

：必修 ：選択 ：保健師必須科目

卒
業
（
看
護
師
国
家
試
験
受
験
資
格
）
（
保
健
師
国
家
試
験
受
験
資
格
）

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：選択／保健師必須科目

Ｐ
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健康医療科学部　管理栄養学科 ［カリキュラムツリー］

「社会・環境と健康」、「人体の構造と機能及び疾
病の成り立ち」、「食べ物と健康」、「栄養素の働き」
に関する専門基礎知識を養うとともに、実践教育
を重視した体験型教育を受けることで職業人意識
を身につける。

専門科目により栄養マネージメント・栄養アセス
メントに関する高度な知識を学習するとともに、
実験・実習を通して、表現力、創造力、問題解決
能力、コミニュケーション能力を身につける。

情報技術を活用した健康・保健指導や栄養指導能
力を身につける。

2 年 次

栄養生命科学概論2

生化学Ⅰ  2

生化学実験Ⅰ 1

生化学Ⅱ  2

生化学実験Ⅱ 1

分子栄養学2

輪　　　講2

調 理 学  2

臨床生化学2

卒業研究 4

調理学実習Ⅰ 1 調理学実習Ⅱ 1 調理学実験 1 食品物性学2 食品加工学2

食品学Ⅰ  2

食品学実験Ⅰ 1

食品学Ⅱ  2 食品機能学2 食品官能評価論2

食品工学 2

食品学実験Ⅱ 1

解剖生理学Ⅰ 2 解剖生理学Ⅱ 2 病理病態学Ⅰ 2 病理病態学Ⅱ 2

解剖生理学実験 1

微生物学  2

微生物学実験 1

食品衛生学 2

公衆衛生学 2 健康管理論2

基礎栄養学 2基礎栄養学概論 2 応用栄養学Ⅰ 2 応用栄養学Ⅱ 2 応用栄養学Ⅲ 2

基礎栄養学実験 1 応用栄養学実習1

栄養教育論Ⅰ 2 栄養教育論Ⅱ 2 栄養教育論Ⅲ 2

栄養教育論実習Ⅰ 1 栄養教育論実習Ⅱ 1

臨床栄養学Ⅱ 2臨床栄養学Ⅰ 2 臨床栄養学Ⅲ 2

臨床栄養学Ⅳ 2

臨床栄養学実習Ⅰ 1 臨床栄養学実習Ⅱ 1

栄養サポートチーム（NST）論 2

公衆栄養学Ⅰ 2 公衆栄養学Ⅱ 2

公衆栄養学実習 1

給食経営管理論Ⅰ 2 給食経営管理論Ⅱ 2 給食経営システム論2

給食経営管理実習1 専門演習Ⅰ 1 専門演習Ⅱ 1

公衆栄養臨地実習 1給食経営臨地実習 1

総合演習  2

臨床栄養B臨地実習 2

臨床栄養A臨地実習 3給食運営臨地実習 1管理栄養士基礎セミナー 2

+α資格取得プロジェクトⅠ～Ⅴ 各 2

Web技術入門 2 画像情報処理 2 情報統計  2

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

生物学概論Ⅰ 2 生命科学概論2

化学基礎 2

生物有機化学2

化学基礎実験1

専門基礎導入科目 生物学分野

専門基礎導入科目
化学分野

卒
業
（
栄
養
士
免
許
取
得
・
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
受
験
資
格
）

食品分析学 2

食品衛生学実験 1

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択
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健康医療科学部　臨床工学科 ［カリキュラムツリー］

基礎的な医学的知識や、（医療と関連工学のかか
わりについて学習できる。）また、身体的・精神
的・社会的に健康な生活を送るための課題や事象、
看護の概念や目的・役割・機能について学習でき
る。

電気・電子工学および機械工学分野で扱う基本原
理や法則あるいは解析手法を学習できる。また、
人工材料の安全性評価、生体計測に必要な計測技
術などの基礎を身につける。

数値（データ）の統計学的な解析法やシステム制
御の基礎理論を学習できる。また、セキュリティ
対策や、病院情報システムの基本構造、プログラ
ミング技術を身につける。

医療と関連工学・生物学の境界領域である医用工
学や、生体計測装置の原理や得られるデータの特
性、物理的エネルギーと生体とのかかわり合いに
ついて学習できる。また、これらの装置の適切な
操作と維持・管理を身につける。

放射線の取り扱いや、画像診断装置などの医用機
器の原理・構造・役割について学習できる。ま
た、各種治療器等の原理・操作法・安全管理・保
守・点検法を身につける。

生命維持装置（血液浄化装置、呼吸療法装置、体
外循環装置など）の原理や装置構成・操作方法な
どを理解し身につける。

医療機器の安全管理に関する法令や、安全を確保
する要素技術に関して学習できる。また、医療現
場の作業環境や安全確保・作業設計などにおいて
必要な人間工学の考え方・人的エラーの構造など
について学習できる。

臨床医学の知識を学習できる。また、検体の取り
扱いに関する注意と安全確保、各種臨床検査用機
器の原理や操作法、集中治療医学について学習で
きる。

臨床工学技士に必要な知識や技術・主な業務につ
いて、最新の診断技法や治療装置・治療法などを
学習できる。

2 年 次

医学概論 2

解 剖 学 2

医用工学概論2

医用機器学概論2

電気工学Ⅰ 2

応用数学 2

応用数学演習1

公衆衛生学2

生 理 学 2

基礎医学実習2

情報処理工学2

情報処理工学実習1

生体計測機器学Ⅰ 2

電気工学Ⅱ 2

電気工学実習1 電子工学実習1

機械工学 2

機械工学演習1

病 理 学 2

生 化 学 2

看護学概論2

生体計測機器学Ⅱ 2

生体計測機器学実習2

医用治療機器学Ⅰ 2

生体機能代行装置学Ⅰ 2

電子工学Ⅰ 2

計測工学 2

免 疫 学 2

薬 理 学 2

医療統計学1＊

医用治療機器学Ⅱ 2

医用治療機器学実習2

生体機能代行装置学Ⅱ 2

血液浄化装置学2

関係法規 2

人間工学 2＊

臨床医学総論Ⅰ 2

電子工学Ⅱ 2

材料工学 2

システム制御工学Ⅰ 2

生体物性工学2

放射線概論2＊

生体機能代行装置学実習Ⅰ 2呼吸療法装置学2

医用機器安全管理学2

臨床人間工学2＊

臨床医学総論Ⅱ 2

臨床検査概論2＊

システム制御工学実習1

医用電気電子工学実習1＊

医療情報セキュリティ2

システム制御工学Ⅱ 2

画像診断機器学2＊

生体機能代行装置学実習Ⅱ 1体外循環装置学2

医用機器安全管理学実習2

臨床医学総論Ⅲ 2

救急救命医学2＊ チーム医療論2＊

臨床実習 4

臨床工学セミナー2

科目群の学習・教育目標
1 年 次 4 年 次3 年 次

臨床工学技士の国家試験の受験資格を得るためには＊印の付してある科目を修得しなければならない

卒
業
（
臨
床
工
学
技
士
国
家
試
験
受
験
資
格
）

卒業研究 4

前　　期後　　期前　　期 後　　期前　　期後　　期後　　期 前　　期

：必修 ：選択

Ｐ
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